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あいさつ
　石井昭氏からご寄贈いただいた筑波大学所蔵石井コレク
ションに関する研究活動の成果の一部を報告する「石井コ
レクション研究」も六冊目となりました。
　本号では昨年（2018）6月に開催した池田龍雄作品をめ
ぐる公開研究会の報告が中心となります。従来と異なり、
この研究会はつくばキャンパスではなく、東京キャンパス
において開催されました。ちょうど同時期に練馬区立美術
館において回顧展が開催中であり、同館の協力をいただく
ことになりました。
　先号に続いて、今回も戦後美術史において顕著な役割を
演じた作家について議論を深めるものです。展覧会担当の
喜夛孝臣氏に加えて、この時期の美術界において指導的な
役を引き受けた岡本太郎との関係について論考を加えた佐
藤玲子氏、そして同じように岡本太郎を中心にして戦後美
術史を考えてきた春原史寛氏による各論文はそれぞれ池田
龍雄という美術家、そしてその作品について、新たな知見
をもたらすものでありましょう。
　最後になりましたが、本報告書の出版にご理解とご協力
を賜りました池田龍雄氏ご夫婦をはじめ練馬区立美術館、
明治美術学会ほか関係各位に御礼を申し上げます。
　今後とも本コレクションについての調査研究へのご支援
をお願い申し上げます。
平成 31年 1月
五十殿　利治
筑波大学　特命教授
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筑波大学所蔵・石井コレクション　公開研究会
日時　2018年 6月 3日（日）
　　　午後 2時～午後 4時
場所　筑波大学 東京キャンパス
　　　文京校舎 1階　134講義室
主催　筑波大学芸術系
協力　練馬区立美術館、明治美術学会、
　　　筑波大学芸術学美術史学会
報告
喜夛孝臣（練馬区立美術館）
「 戦後美術の現在形　池田龍雄展―楕円幻
想」紹介
研究発表
佐藤玲子（川崎市岡本太郎美術館）
「 芸術と社会　池田龍雄と岡本太郎の絵画
から」
春原史寛（群馬大学）
「 池田龍雄《むれ》（「禽獣記」シリーズと
1950年代の社会と美術をめぐって」
討議
喜夛孝臣、佐藤玲子、春原史寛
五十殿利治（司会）
　本学所蔵石井コレクションには、池田龍
雄の作品として《むれ》（1958年）が含ま
れている。同作はいわゆる「禽獣記」シリー
ズの一作でもあり、1950年代の池田の作品
として貴重なペン画である。
　「石井コレクション研究」にふさわしい
作品として公開研究会と報告書を企画する
段階で、練馬区立美術館において回顧展を
開催する予定であることがわかり、時期を
同じくして実施する計画を練り、本研究会
が実現した。幸い東京キャンパスに会場を
確保し「戦後美術の現在形　池田龍雄展－
楕円幻想」（4月 26日～ 6月 17日）の会期
内に実現し、同展担当の喜夛孝臣学芸員に
は展覧会の狙いなど展示内容について、展
覧会開会後の知見も交えた紹介をお願いし
た。
　池田龍雄が美術家として活動する上で
「アヴァンギャルド芸術研究会」で岡本太
郎と知り合ったことは大きな転機となって
いる。川崎市岡本太郎美術館の佐藤玲子学
芸員は 1950年代の前衛芸術の問題として
この 2人の関係を問うている。
　《むれ》については、研究会後に、武蔵
野美術大学に転じた春原史寛准教授が、当
時の社会と美術のあり方を考察するという
ことで、なぜペン画という手法が必要とさ
れたのか、童画表現との関係などの視点を
設定して、その位置づけを探った。
　ここには収載できなかったが、発表者が
参加した討議においては、安部公房との関
係や寓意的表現の可能性などについての質
疑、作家の主張の問題などについての議論
などがなされた。
 （五十殿）
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cat. 1
池田龍雄（1928-）
《むれ》
1958年
インク・コンテ・淡彩、紙　29.1×37.5 cm
左下に署名・年記「1958. Ikeda」
筑波大学（石井昭氏寄贈）
2005-JD-IS001
展覧会歴「茨城県近代美術館コレクショ
ン展＋筑波大学所蔵 石井コレクション展」
茨城県つくば美術館 2007年 10月 5日-28
日 cat. 10；「紙上の技法学 筑波大学所蔵
石井コレクション」2012年 1月 7日-2月
19日 武蔵野市立吉祥寺美術館 cat. 8；「戦
後美術の現在形　池田龍雄展―楕円幻想」
2018年 4月 26日-6月 17日　練馬区立美
術館 cat. 2-7。
文献『池田龍雄画集 1947-2005』2006年
積沖舎 cat. 062《群れ（禽獣記シリーズ）》
ill. p. 133。
IKEDA Tatsuo（1928-）
A Mob
1958
ink, conté and wash on paper　29.1×37.5 cm
signed & dated lower left: 1958. Ikeda
University of Tsukuba Art Collection, Gift of 
Mr. Ishii Akira. 2005-JD-IS001.
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　それまでの価値観が一気に崩れ去った敗
戦後、画家岡本太郎や批評家花田清輝によ
る「アヴァンギャルド芸術研究会」に飛び
込むことではじまった池田龍雄の画業は、
多くの国が被った戦後という特殊な時代状
況のなか育てられた。連合国軍による占領
期をへて、様々な社会問題が噴出するつぎ
はぎだらけの現実に、池田はするどい批評
を投げかける。あるべき世界を模索し、ペ
ン画により、黒いしずかな笑いを浮かべた
独自の表現を生みだしていった。
本小論では、1950年代初頭における池田の
制作の軸となったこの社会的主題をあつか
う作品をとりあげる。制作を特徴づけるル
ポルタージュという方法やペン画という形
式が、戦後という状況の中でいかに選択さ
れ生みだされたのか。その問題意識や方法
について、池田が関わった同時代の芸術グ
ループとの関わりから探ってみたい。
「エナージ」と「青年美術家連合」
　「アヴァンギャルド芸術研究会」、「世紀
の会」、「プボワール」、「NON」、「人民芸術
集団」、「青年美術家連合」、「エナージ」、「アー
トクラブ」、「制作者懇談会」。池田が 1947
年から 50年代にかけて参加したグループ
を列挙すれば、まず、その数の多さに驚く。
　日本の美術界には「戦前との断絶はずっ
とおくれて現れてきた」1との指摘がある。
官展のかわりにはじまった日展のように、
敗戦を経ても戦前のスタイルがおおよそか
わらずそのまま戦後に引き継がれる。戦争
関与についての責任も曖昧なまま、戦時下
に活躍した美術家たちの多くが戦後も画壇
の中心を占めた。戦前から構造も人員も連
続する美術界に抗い、若き画家たちは新た
なグループをつくった。そこで彼らは、今
日に生きる自分たちの感覚に即した創作に
ついての議論を重ね、そこに芽吹いた新た
な美術を育んでいく。戦後美術は、彼らが
立ち上げたグループの中から生みだされて
いった。
　池田も、画家の道へと進んだはじめから、
既成の美術団体や画壇とは距離を置いてい
た。池田が入学した多摩造形芸術専門学校
（現、多摩美術大学）で指導にあたったの
は、戦時には戦争画を描き、戦前、戦後を
通じて画壇の重鎮として活躍した洋画家伊
原宇三郎であった。すでに「アヴァンギャ
ルド芸術研究会」に出入りしていた池田は、
学期末の課題に岡本太郎の影響を受けた抽
象的な作品を提出し、伊原から「生意気だ、
点数つけられない」との評価をうける。こ
こで池田は、他人の審査を受けることに対
し疑問を感じ、既成の美術団体への出品を
一切しないと決めることになる 2。
　池田の既成美術団体への忌避感は、次の
エピソードにも明らかだ 3。1955年頃、二
ルポルタージュとペン画―1950年代初頭の池田龍雄の制作
喜夛 孝臣
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科会を改革しようとしていた岡本から出品
の勧誘を受けた池田は、その誘いをあっさ
りと断り、さらには、岡本に「二科なん
かヤメちまったほうがいいんじゃないです
か」と意見したという。岡本は「出たら駄
目なんだ。中にいて内部変革しなくちゃ駄
目なんだよ」と持論をまくしたてたという
が、池田を前衛芸術へと導いた一人、つま
りは、池田に大きな影響力をもった先輩画
家岡本太郎の頼みですら、池田は撥ねつけ
るのである。
　このように池田は戦時から地続きの旧態
依然たる美術界に背を向け、戦後新たに生
まれたグループに積極的に関わり、その中
で、自らの思想を育てている。
　池田が社会的主題に接近する大きなきっ
かけのひとつは、敗戦から 5年目の 1950
年に始まった朝鮮戦争であった。隣国で起
こった戦争に、日本を占領していたアメリ
カ軍が国連軍として出撃。資本主義体制と
共産主義体制の争いでもあるこの戦争を契
機として、日本では共産党への弾圧が激化
した。一方、こうした動向に反して、社会
の変革を求めて共産党に入るものも数多く
あらわれる。平和運動も盛んになり、基地
反対闘争が燃え上がっていく。
　池田自身は入党こそしなかったが、安部
公房ら周囲の文学者や美術家たちはたいて
い共産党に入っていた。花田が鼓舞し、安
部たちが主張していた「革命の芸術」と「芸
術の革命」の一致という課題に池田は真正
面から取り組み 4、その二つをつなぐもの
として、造型的実験を繰り返していた池田
のうちに、社会的主題が浮上してくるので
ある。
　日本が主権を回復した 1952年の秋、池
田はグループ「エナージ」を結成する。お
よそ半年後の 1953年 3月には、「新しい創
造への意欲と情熱」をもって、「平和と自
由と、それらにうらず
ママ
けられたリアリティ」
を目指す青年美術家たちによるグループ
「青年美術家連合」（以下、「青美連」）の結
成に参加した 5。池田がルポルタージュの
絵画への導入に取り組み、ペン画を制作の
中心にすえるのは、この二つのグループに
所属していた 1952年から 53年にかけての
ことである。
　まずは、「エナージ」と「青美連」がど
のようなグループであったのかみてみた
い。「エナージ」は、「世紀の会」、「プボワー
ル」、「NON」のグループに参加していた池
田と福田恒太、山野卓造の三人で結成した
グループである。会の規約には、「本会は
民族の独立と平和を擁護する革命的プロレ
タリア及勤労大衆との接近と融合に依って
新しい民族芸術を確立しようとする若い芸
術家の集合体である」6と述べられる。「革
命的プロレタリア」といささか生硬な語彙
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から、このグループが共産党の思想の影響
圏にあることを読みとることができるだろ
う。
　「青美連」は、朝鮮戦争以後の不穏な状
況に反応し、小グループに属していた若い
美術家たちが「今迄の様に孤立的な性格の
侭では殆ど意味をなさない」と危機感を募
らせ、「自分達青年美術家が広く手を繫ぐ
必要がありはしないか」と寄り合って作っ
た全国的組織である 7。この団結は、先の
大戦で多くの画家たちが戦時体制に協力し
戦争画を描いたのと同じように、朝鮮戦争
でもそうした状況に陥らないかとの危惧の
念を抱いてのことであったようだ 8。ここ
には、反戦、反画壇志向の青年画家たちが
結集し、3月の結成大会には地方からも参
集して、その数、百数十名に及んだという 9。
　池田は、グループ「エナージ」の一員
としてここに参加した。ほかにも、「前衛
美術会」会員でもあった山下菊二や桂川
寛、勅使河原宏らによる「パンとバラの
会」、東京芸術大学出身の画家たちによる
「フォール」や、生活の場に立った造型の
創造を謳う「新造型協会」など数多くのグ
ループが集っている。個人では、高山良策
や中村宏、石井茂雄、針生一郎といった今
でもよく知られる美術家や美術批評家たち
の若き日々の姿をそこに認めることができ
る。また、白
ハク・リョウ
玲や曹
ジョ・ヤンギュ
良奎ら朝鮮人作家が加
わっていた点にも特徴があろう。興味深い
のは、グループ名をもたず、仮に「練馬の
動き」という名で参加する画家たちの存在
である。彼らは、「創作方法を「リアリズム」
で進んでいくことに一致している者達で結
成して居ります」10といい、「日本美術会」
が主催するアンデパンダン展に参加し、作
品合評会とソビエト美術史の研究を続けて
いた。そのメンバーには、岡本登、岡本鉄
二の名がみえる。彼らは、のちに『カムイ伝』
で一世を風靡する漫画家の白土三平と岡本
鉄二である。
　池田は「青美連」の機関誌『今日の美術』
の編集委員をつとめるなど、運営にも関与
し中心メンバーの一人となっていた。『今
日の美術』の活動報告から、頻繁に研究会
が開催されていた様子がうかがえる。研究
会では、「世代と芸術」、「主題について」、「平
和と自由についての美術」といったテーマ
で討論が行われていた。彼らは、芸術至上
主義が「現実に戦争の危機が誰にとっても
否定し難く存在している今、現実逃避でし
か有り得」ず、「自由と平和への欲求が、我々
にとっては、具体的な生活なり、創造の根
源であり、またそうであることをお互いの
結果の契機にしているのが青美連の存在理
由である」と共通の認識を形成し、何をど
のように描くのかといった創作方法につい
ての議論を重ねている 11。
014
　「青美連」の活動で特筆されるのは、こ
の団体が中心となり、「前衛美術会」との
共催によって 1953年 6月に開催した「課
題をもつ美術展“ニッポン”―美術家のみ
た日本のすがた」（以下、「ニッポン展」）
である。この展覧会は、「戦争で痛めつけ
られながらも日本の美しい自然は失われた
わけではありません。だが全国で七百にあ
まる、殺伐な外国の軍事基地が存在するこ
とも事実です」12と主旨に記すように、主
権回復後の日本の現実にあらわれた矛盾に
若い作家たちが集団で立ち向かって表現す
ることを企図して開催された。今日では、
河原温が《浴室》シリーズを発表した展覧
会として、あるいは、山下菊二の《あけぼ
の村》など、ルポルタージュの成果が数多
く出品された展覧会として知られている。
池田もまた、米軍基地のある立川で「エ
ナージ」によるルポルタージュをおこない、
それをもとに絵画化した作品を初めて発表
している。出品作は、《アメリカ兵、子供、
バラック》と《飛行場と農民》（現存不明）
の 2点のペン画作品であった。
「日本美術会」
　池田との関わりから「エナージ」と「青
美連」の重要な活動をみてきた。ここで、「青
美連」と「日本美術会」、あるいは池田と「日
本美術会」との関係についても確認してお
きたい。
　「日本美術会」は、戦後の荒廃した美術
の再建を願って 1946年に設立された民主
的美術家たちによる美術団体である。戦前
に弾圧されて潰えたプロレタリア美術運動
の画家たちの多くがここに参加し、会の中
心メンバーであった洋画家内田巖が 1948
年に共産党に入党するなど、共産党の影響
の色濃い団体であった。この会では 1947
年から美術家たちの自由な発表の場を求め
て、無審査・自由出品制の「日本アンデパ
ンダン展」（現在まで継続中）を開催する。
1949年から開催された読売新聞社主催の同
名の展覧会（1957年から「読売アンデパン
ダン展に改称。1963年まで。ここでは、両
展の区別のため「読売アンデパンダン展」
とする」とともに、公募団体に属さない青
年美術家たちの発表の場となり、両展は戦
後美術の苗床として機能していた。
　既存の美術団体と距離を置いた池田も、
両アンデパンダン展を主要な発表の場と
していた。まず、「読売アンデパンダン展」
に 1950年の第 2回展から出品をはじめ、「日
本アンデパンダン展」には、「青美連」結
成直前の 1953年 2月、第 6回展から出品
している。
　池田の回想によれば、「「青美連」結成以
来、「日本美術会」との関連が強くな」13っ 
たという。池田の当時の日記によれば、
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「日ソ図書館で、青美連と日本美術会共催
で研究会「今年の美術の動きについて」」
（1953.12.13）や、「日本美術会大会。委員
改選。夜青美連運営委員会。会合ばかり」
（1954.3.3）14と、「青美連」を通じて、「日
本美術会」と交流している様子がうかが
える。この合同の研究会は、『今日の美術』
にも詳細な報告が掲載された 15。
　そもそも「日本美術会」と「青美連」は、
反画壇的傾向や反戦平和への志向をもち、
ともに共産党の影響下にあるというように
多くの共通項を有していた。また、それぞ
れの所属員の距離も近く、例えば、先述の
「青美連」会員･岡本登の父は、「日本美術会」
の主要メンバーであり、戦前にはプロレタ
リア美術運動に参加していた画家岡本唐貴
である。
　さて、これまでの池田龍雄年譜では、「日
本美術会」主催の日本アンデパンダン展へ
の出品は 1960年までとされているが、実
際にはもう少し長く、1962年の「第 15回
日本アンデパンダン展」までである 16。こ
れまでの年譜では抜け落ちた出品歴もある
ので、あらためて池田の日本アンデパンダ
ン展への全出品を挙げておこう。
1953年 2月　第 6回展　《人々》、《腕》
1954年 2月　第 7回展　《僕等を傷つ
けたもの》
1955年 2月　第 8回展　《サイレン》、
《谷間》、《企業》
1956年 2月　第 9回展　《巨人》、《氏
神》、《かお》（全て「化け物の系譜」
シリーズ）
1957年 1月　第 10回展 《たからもの》
1960年 2月　第 13回展 《アトラス》
1962年 2月　第 15回展 《Q氏の眼玉》
　池田と「日本美術会」の関係は、こうし
た「青美連」を通じた研究会での交流と日
本アンデパンダン展への出品だけでは終わ
らない。1957年や1961年には、「日本美術会」
の機関誌『美術運動』の編集にも池田は携
わっている 17。また、近年の池田自身の回
想によれば、「わたしも含めて青美連の一
部が日本美術会にも所属した」とし、「日
本美術会は、わたしにとって一時期身近な
親しい間柄であったことは確かである」と、
「日本美術会」に所属していたことに触れ
ている 18。池田の日本美術会への関与は、
短い期間にせよ、これまで知られている以
上に深いものがあったようだ。
池田の初期の社会的テーマを扱った作品
は、これら三つの団体の中で実践と議論を
繰り返しながら、制作されていったのであ
る。
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ルポルタージュ
　50年代の池田の制作を特徴付ける方法に
ルポルタージュがある。池田がどのように
この方法を選び、実践していったのかみて
みよう。
　池田の回想によれば、彼のルポルター
ジュへの接近は、まずは安部公房による
1952年 8月に発表された論考「新しいリ
アリズムのために―ルポルタージュの意義
―」から直接的な示唆をうけたことにはじ
まる 19。安部は、「芸術が本来的にリアリ
ズム」だと語り、「芸術は人間の魂を解釈
するにとどまらず、それを変革するための
ものなのだ」20と定義する。そして、外部
の客観的現実を、固定観念からとらえるの
ではなく、自身も現実も変革する意思を持っ
てとらえることで、新しいリアリズムが確
立されること、ルポルタージュは、そのた
めの重要な方法であることが論じられてい
る。この議論に触発され、池田はルポルター
ジュの絵画への導入に意識を傾けていっ
た。
　安部の論考発表の翌月には、山下菊二や
桂川寛らによるルポルタージュの絵画的実
践の試みについての報告を聞いている。池
田の当時の日記には、この報告について次
のように記されている。
　「九月六日 五時より、新日本文学会館で
「何を」「如何に描くべきか」と云ふテーマ
で花田清輝、岡本太郎を交へた討論会。山
下菊二、桂川氏等の貴重な実践の作品を見
る。彼等はわづかながらも、ダムに働く労
働者大衆の意識を摑んで来たらしい。
　しかし問題は、彼等一般大衆の意識とは
なはだしい食ひ違いのある我々芸術家の意
識とを如何に関連づけ、それを辯証法的発
展にまで持って行くかと云ふことである。
　我々は、最後まで、結局、常に芸術家で
あると云ふことを忘れるわけにはいかな
い。花田清輝流に云へば、作品は「たとへ
ば、花がどう云ふことがあっても、必ず自
然に開く様に」作られたものであることを、
否定出来ない。
　勿論、それは、内的世界と外的世界との
そのからみ合ひの中に開かせるべきであろ
う」21（gs. 1, 2）。
　山下や桂川は共産党の要請にしたがっ
て、ダム建設が進められている奥多摩の小
河内村に山村工作隊に入り、労働者と生活
をともにし、建設反対運動に参加しながら、
現場に潜む諸矛盾を画家の眼でとらえた。
ここでの経験をもとに、記録的な作品を描
き、新日本文学会館の壁に並べ、報告会を
開いたのである。こうした成果に刺激を受
け、池田もまたその実践に取り組むことに
なる。
　池田がルポルタージュにはじめて赴いた
のは、先述のとおり「エナージ」の活動に
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よる。1953年 3月の「青美連」結成の前後
から、米軍基地のある立川に数度にわたっ 
て赴き、市民や農民の声を聞くなど調査を
おこなった 22。その成果は、まず『今日の
美術』2号に「ニッポン展」出品のため制
作中のタブローのエスキースとして図版が
掲載され 23、6月の第 1回「ニッポン展」
には先述のとおり2点の作品が発表された。
翌月の『人民文学』には「絵ルポ 基地立
川」として数枚のイラストが掲載されてい
る。また、同年 9月 8日から 13日には、「エ
ナージ」によって、石川県河北郡内灘村（現、
内灘町）でおこった米軍の試射場に対する
反対運動（内灘闘争）に行き、そこで見聞
きした現場の状況をテーマに幾つかの作品
を制作した。
　さて、この取材した社会的問題を絵画化
するという方法は、山下や池田らの実践以
前になかったわけではない。池田の身近に
あった「日本美術会」の画家たちの間でも
この方法に関心が持たれ、制作されていた。
例えば、彼らがルポルタージュの実践に取
り組む前年の 1951年第 4回日本アンデパン
ダン展では、ルポルタージュによる絵画「記
録画」が何点か出品されて話題を呼んだと
いう 24。さらにいえば、「日本美術会」の
メンバーのなかには、戦前のプロレタリア
美術運動に参加していた時代に、労働争議
の現場に赴き、絵画化をおこなっていたも 
のたちがいた。岡本唐貴は当時、絵画によっ 
て「［階級的矛盾の］現実を出来るだけ性
格にリアリステックに報告すること」25 
を唱えたプロレタリア美術運動の理論的指
導者であり、50年代からは、三鷹事件や松
川事件の「記録画」に取り組んでいた 26。
また「日本美術会」所属の新海覚雄や簔田
源二郎も、池田と同じく内灘闘争の現場に
赴き、作品制作に取り組んでいる 27。
　こうした「日本美術会」にみられた「記
録画」は、写実的な描写を基調としていた。
社会主義リアリズムが唱えられ、戦前のプ
ロレタリア美術運動の形式が踏襲されて、
労働者の姿を力強く肯定的に描く傾向が見
られる。当初、池田の制作もそれに近いも
のであったことは、『今日の美術』2号に掲
載されたタブローのエスキースの図版から
見てとれる（g. 3）。
　しかし、第 1回『ニッポン展』出品作
《アメリカ兵、子供、バラック》ではその
様相が異なる。バラック小屋の窓辺で日本
人娼婦の肩を抱きかかえながら煙草をくゆ
らせるアメリカ兵。おんぼろなバラック小
屋がぎっしりと建ちならぶ街並みとは対比
的に、ピカピカに光ったアメリカ兵の自動
車が小屋の前に停まる。現場に構築された
関係性に肉薄し、そこにあらわれた社会的
な矛盾を一枚の絵画に凝縮して表現してい
る。
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　「日本美術会」の「記録画」が、常に労
働者や社会運動の側に立ち、複雑な状況を
簡略に図式化し、平易に描写するのに対し、
池田のルポルタージュによる絵画は、シュ
ルレアリスムを通過した様々な造型言語を
駆使しながら、矛盾そのものの摘出に眼目
が置かれていた点に特徴があろう。これは、
内灘闘争を主題とした、後述する《網元》
などにも一貫してみることができる姿勢で
ある。
　ただし、写実的で平易な描写から離れる
ことは、大衆から離れることと受け止めら
れた。
　「こんなのは大衆にはわからんのじゃな
いですか」28。池田のアトリエに出入りし
ていた熱心な共産党員から、池田の絵は、
しばしばこうした批評を受けた。絵による
社会の変革と芸術の変革を目指していた池
田は、そのために新しいリアリズムを志向
しており、教条的な見取り図による平易な
描写はその意図から外れたものであった。
池田にとって「日本美術会」で主流をなし
ていた「記録画」は一つのステップになっ
ただろうが、その目指すところは異なる。
ここにうまれた距離が、池田が最後まで共
産党員にならなかった理由でもあっただろ
う。
ペン画
　ルポルタージュの実践と同時期の 1952
年頃から、池田はペン画に集中して取り組
んでいる。その理由として、当時「絵画の
社会性とか大衆性の問題を真剣に考えて」29
おり、その一つの解答として、複製芸術
である銅版画を試みようとした。時期は
特定できていないが、この頃、「日本美術
会」主催の版画家浜田知明による講習に参 
加し、銅版画の技術習得に励んだことも 
あった 30。しかし、プレス機がなかったため、
かわりにペン画をはじめるようになったよ
うだ。こうしてはじめられた池田のペン画
は、彩色をあまりほどこさず、黒のモノク
ロームの線描を基調とする画面に特徴があ
る。この特徴は、印刷を前提として練り上
げられたものであった 31。
　池田のペン画作品は 1点で完結せず、シ
リーズとして展開している。これは、立川
の米軍基地や内灘闘争の現場の状況が複雑
に入り組み、一枚で全てを語ることができ
ないため案出された方法であった。シリー
ズで描くことは、油絵から離れることとも
表裏一体であった。油絵は保管のために物
理的に広い場所が必要であり、制作費も高
くなる。そのため、当時、池田は油絵を描
くとき、一枚のキャンバスを何度も塗りつ
ぶしながら新たな作品を制作していたとい
う 32。ペン画の選択には、場所をとらず、
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制作費も安価だという経済的な側面もあっ
た。
　池田は、シリーズで展開するペン画作品
を写真スライドにして上映し、多くの観客
に見せることも企図していた 33。作品の写
真スライド化は、「青美連」で着目されて
いた手法で、「内外の新しい作品及び今迄
あまり紹介されてゐない作品のスライド製
作」34が提案されたことがあった。また、「日
本美術会」では、ロシアの画家イリヤ・レー
ピンの作品をスライドにして各所で映写す
る試みが実際におこなわれ、好評を博して
いたという 35。こうした周囲の取り組みか
ら自身の作品のスライド化を発想するよう
になったのだろう。しかし、これは、経済
的な理由により実現には至っていない。
　このように池田のペン画には、版画や印
刷、写真スライドによる大量複製への志向
が内包されている。大量複製は、プロパガ
ンダのため大衆への回路をもとめた戦前の
プロレタリア美術運動で重視されていた。
同じように絵による社会変革を目指した池
田は、「日本美術会」を通じ 36、戦前のプロ
レタリア美術運動の方法を参照している可
能性もあるだろう。
　ペン画選択の背景には、積極的な油彩画
否定の思想も横たわっている 37。「青美連」
の機関誌『今日の美術』には「かつてタブ
ロオと社会とに関して存在し得たバランス
はすでに亡びたものであり、作家と社会と
の平衡関係のために新しい芸術形式の発掘
が強い我々の要求となつて来ている」38と
の議論が提出されており、新たなリアリズ
ムを求めていた池田もこの渦中にあって、
油彩画から離れる態度をとったのではない
かと推測される。
　池田は、1954年の第 6回「読売アンデパ
ンダン展」にペン画作品《網元》を出品す
る。この作品は、内灘闘争のルポルタージュ
に行った成果である。地元のボスの網元は、
表向きには他の住民に同調し、米軍試射場
の建設に反対しているが、土地が接収され
れば保証金を沢山もらえる立場なので、実
際には反対闘争に本腰を入れていない。し
かし、土地がなくなれば、いずれは自分の
首を絞めることになる。反対闘争が決して
一枚岩ではなく、状況も一筋縄ではいかな
い。そうした闘争の現場の矛盾を浮き彫り
にした作品である。
　前年より「日本アンデパンダン展」に
出品をはじめていた池田は、「日本美術会」
に義理立てし、本展への出品の取りやめも
検討したという。しかし、思い直してこの
小さなペン画一点を出品した。出品当時の
日記には、「僕の作品は、広い美術館の高
い壁面の一隅に、小さくなって掛かってい
た。矢張りださなければよかった」（1954.2.3）
と出品を後悔する感想を記している 39。
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　しかし、「日本美術会」や「青美連」か
ら離れて、異なる場所に出品したことで、
このペン画作品は思いがけない評価を受け
ることになった。画家飯田善國は、この作
品が展示されていた様子を次のように語っ
ている
　「私は昭和二十九年の読売アンデパンダ
ンの会場で（中略）初めて「網元」という
ペン画を見た。油絵ばかり沢山並んでいる
会場で粗末な額縁に入ったこの小さな絵が
奇妙に新鮮に訴えてきたのを思い出す」40
　戦後日本の足下をみつめて、「エナージ」
や「青美連」、「日本美術会」の芸術家たち
との協同と反発のなかから生み出されてき
た池田のペン画は、多くの出品作とは異な
り、油彩画から離れ、西洋の文脈と距離を
持つ独自の表現に至っていた。それゆえ初
めて眼にした多くの人たちは、そこに新た
な芽吹きを感じることになった。安部公房
は、『読売新聞』紙上で、このペン画を「新
しい方向を示した野心作だ」41と評し、池
田は注目すべき期待の新人画家としてその
名が広く知られるようになったのである。
おわりに
　池田龍雄の初期の制作が、戦後の時代状
況の中で、どのような選択を重ねながら練
り上げられたのか、その文脈をおってきた。
ルポルタージュを土台とした池田のペン画
は、安部たちが主張していた「革命の芸術」
と「芸術の革命」の一致という課題に真摯
に向き合う奮闘のなかから生みだされたも
のといえるだろう。しかし、1950年代の終
わりには、池田のペン画はルポルタージュ
という方法から離れ、描く対象にも変容を
みせていく。「革命の芸術」と「芸術の革命」
という課題が池田のなかで実効性を有した
期間は、そう長くはなかったようだ。
 （きた・たかおみ）
［追記］
本稿は『戦後美術の現在形 池田龍雄展 楕
円幻想』（グラムブックス、2018年 4月）
所載の拙論「楕円の一つの焦点 1950年代
初頭の池田龍雄のペン画作品について」を、
その後の調査で判明した資料をもとに一部
加筆、修正したものである。本稿執筆にあ
たり、池田龍雄氏に日記閲覧の機会を与え
ていただきました。ここに記して、感謝の
意を表します。
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fig. 1
池田龍雄日記表紙
fig. 3
『今日の美術』2号（1953年 6月）表紙裏
fig. 2
池田龍雄日記 1952年 9月 6日
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はじめに
　1950年代、敗戦後の東京で生まれたア
ヴァンギャルド芸術運動の一つに、当時の
青年画家たちが集い、社会や政治との関係
性に向き合った「ルポルタージュ絵画」と
呼ばれる動きがある。1950年の朝鮮戦争勃
発を契機に、社会情勢に危機感をもつ若い
画家たちが集い「青年美術家連合」を結成、
社会と芸術の繋がりを模索して、時代に呼
応した実験的なリアリズム表現の作品が生
まれた。池田龍雄はその代表的な作家の一
人として、「ペン画」と呼ぶ独特の手法で、
内灘闘争や立川の米軍基地問題といった社
会的な課題を取り上げ、独自のとらえ方と
表現を追求した。それらの作品は、戦後日
本の前衛美術の流れを辿るうえで欠かせな
い位置づけとなっている 1。
　1953年に「前衛美術会」と「青年美術家
連合」との共催で行われた「第 1回ニッポ
ン展」では、米軍の基地問題やダム建設反
対闘争など社会問題をテーマにした作品が
多く並んだが、ここで中心的に活動したメ
ンバーには、安部公房や池田龍雄、勅使河
原宏、桂川寛ら、岡本太郎も関係の深い先
行グループ「世紀」の出身者も多い。「夜
の会」「アヴァンギャルド芸術研究会」か
ら「世紀」に連なる芸術運動を花田清輝と
ともに先導してきた岡本太郎は、彼等に近
い存在であったし、岡本自身も《燃える人》
（1955）をはじめ原爆を主題に作品を発表
している。社会や大衆への意識も共に強く、
ともすると大きく俯瞰した時には同じ時代
の流れに見えるのだが、世代の異なる岡本
から、池田をはじめ「ルポルタージュ絵画」
の画家達へ注がれる視線は時に憂慮や批判
もあった。両者は同時代の中でどのような
関係性にあったのか。
　本稿では、池田龍雄と岡本太郎の 1950
年代の足跡の中で、1章では二人の交流と
関係性を再確認し、2章では当時の社会情
勢と美術動向、「ルポルタージュ絵画」周
辺の動きとあわせて、両者がいかに社会的
主題へ取り組み、「社会」と向き合ったか
を再考してみたい。
1． アヴァンギャルドの分岐点 
─池田龍雄と岡本太郎
前衛芸術の渦
　池田龍雄は特攻隊の訓練の中で敗戦を迎
え、師範学校追放という挫折ののち、1948
年春に上京して多摩美術大学へ入学、芸術
への道を歩みだした。前衛芸術運動へと足
を踏み入れる分岐点は、学友である田原太
郎の誘いで、岡本太郎と花田清輝が主宰し
ていた「アヴァンギャルド芸術研究会」へ
の参加であった。「夜の会」を起点とした
東京の前衛芸術運動の渦の中で池田は自己
を確立し、まもなく一人の美術家として活
社会と芸術　池田龍雄と岡本太郎の 1950年代
佐藤 玲子
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動を始めていく。
　「アヴァンギャルド芸術研究会」「世紀」
「プボワール」「人民芸術集団」「NON」「エ
ナージ」「青年美術家連合」「制作者懇談会」
「アートクラブ」など、1948年から 1950年
代にかけて、池田龍雄はめまぐるしいほど
に多くの芸術運動へ参加し、自ら立ち上げ
てもいく。このうち岡本太郎と活動を共に
したのは「アヴァンギャルド芸術研究会」
と「世紀」「アートクラブ」である。
　池田が最初に加わった「アヴァンギャル
ド芸術研究会」は、文学者中心の「夜の会」
から派生した運動で、理論のみならず実践
に重きをおき、美術家志望の若い人々が作
品を持ち寄り批評なども行われた。この「ア
ヴァンギャルド芸術研究会」と、1947年に
安部公房ら東京大学の学生を中心に発足し
た「20代文学者の会・世紀」が合流する形
で「世紀」が再編され、絵画部が作られる。
絵画部には池田や北代省三、山口勝弘など
岡本に近い若い美術家たちも参加し、「モ
ダンアート展」や「読売アンデパンダン展」
などへの出品も行った。もともと文学者の
多い「世紀」では、文学、美術、詩、音楽
など総合的なジャンルを横断する活動が謳
われ、その後「実験工房」や「制作者懇談
会」といったジャンルを越境する前衛芸術
グループが生まれる素地が培われていった 2。
　この頃の池田が、空襲で焼失した岡本の
《傷ましき腕》（1936／ 1949）の再制作に
助力をしたことは、好んで語られてきた逸
話 3であるが、これは岡本と池田の距離の
近さを示すエピソードといえよう。岡本が、
読売新聞の海藤日出男から、1950年 1月の
「現代美術自選代表作十五人展」にパリ時
代の作品を再制作して出品するよう依頼さ
れた際、肋膜炎の病後で動けなかった岡本
の手助けを池田と田原 4が行っている。再
制作時の記録写真等は残っていないが、こ
の時期の岡本の「活動日誌」5では、池田
や田原がしばしばアトリエを訪れ、制作の
手伝いをしていたことを示す記録が確認で
きる（g. 4）。池田の日記と対照すると、「世
紀」の活動を含め、両者のごく親しい行き
来の様子が浮かんでくる（表 1）。
引用と風刺
　池田は岡本太郎本人に出会う以前、1948
年の春に上京した直後に「二科春季展」で
岡本の《女》（1947、g. 5）を見ている。「赤
や黄色の目立つ、けばけばしく荒っぽい色
合い」のその絵は、「見る物の視線をはじ
き返すような不遜な勢い」で「向こうから
立ちはだかって」くるようで、池田は反発
を感じながらも「その反発がかえってここ
ろに引っ掛った」6と回想している。
　池田の初期の油彩では、シュールレアリ
スムへの模索やピカソからの影響など、抽
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象表現の様々な実験が試みられるが、1951
年制作の《女》《ある女》（g. 6）などはモチー
フに岡本の作品が連想されるだろうか。「世
紀」の会員だった評論家の瀬木慎一は「「世
紀」に集まった画家たちは、多かれ少なか 
れ、岡本の感化を受け、なかには、それそっ 
くりという絵を描いていた」7と述べるが、
池田の作品の中には、無意識の模倣とは異
なった、岡本のモチーフの意識的な引用や
パロディがみられるように思われる。
　《腕》（1953、g. 7）は、日本美術会主催
の「第 6回日本アンデパンダン展」の出品
作で、郷里の佐賀で目にしていた過酷な環
境下の炭鉱労働者を描き出した、池田らし
い社会的主題の作品である。岡本は先述の
《傷ましき腕》の再制作にあたっては、画
集の図版や絵葉書を基にしたが、池田らが
方眼を引いて拡大しキャンバスに下図を描
く作業を行ったという 8。池田の《腕》は、
この岡本の「腕」を左右反転させた引用に
もみえる。いずれの人物も労働者のような
逞しい腕をもち、顔は見えないまま深い物
思いに沈んでいる。
　ペン画のシリーズでは《ショーバイ〈化
物の系譜シリーズ〉》（1955）は、瀧口修造
に「黒い漫画」9と評された池田らしい風
刺画で、資本主義を揶揄する主題だが、岡
本の《森の掟》（1950）のファスナーをも
つ怪獣がパロディとして採用されている。
一方、池田自身が、岡本の《重工業》（1949）
との縁が深いと語る作品は《黒い機械》
（1956）である。その時期「石炭」に関心
を抱いていた池田が、旅の最後に訪れた九
州の八幡製鉄所で、大きな圧延機の脇に、
まるで笹薮のように夥しい笹が立てかけて
ある唐突な光景を見て、《重工業》のネギ
を連想したという。「労働者の汗を搾り取
るまがまがしい資本主義の象徴」10として
池田は《黒い機械》を描いたといい、《重
工業》と同じテーマに基づく作品といえよ
う。
距離と交流
　池田が、岡本と「世紀」にまつわる記憶
としてしばしば回想する「小さな叛乱」11
は、「第 2回読売アンデパンダン展」初日
に岡本がマスコミを呼び、「世紀」のメン
バーを集めて東京都美術館の食堂で「対極
主義宣言」を行った時のことだ。「そこで
やおら、太郎さんが「対極主義宣言」なる
一文を読み上げて、対極主義美術協会を結
成しようと言い出した。まことに突飛な提
唱であり、たちまち、参集者の中から異論
が出て」12流会となった。岡本の独走に批
判的だった安部公房をはじめ、池田ら若手
の画家たち 10人程の小さな叛乱。「かれら
を育てた岡本にとってはまことに心外だっ
ただろうが、少年が反抗期に差しかかった
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ようなもの」13と瀬木慎一が回想するよう
に、池田の日記にも岡本への批評的な視点
が綴られる。なお、この「対極主義美術協
会」設立宣言については岡本自身の著述は
なく、池田や瀬木、桂川寛ら同席者からの
逸話として語られてきたが、今回確認でき
た 1950年の「活動日誌」に記された「名
称　対極芸術研究会」というメモは、岡本
の構想を裏付ける記録といえるだろう 14。
　またその後も 1955年の二科展で運営側
に立った岡本が、九室に懇意の外部作家を
集めて「輸血」し「太郎部屋」15と話題を
呼んだ展示を行ったが、ここに誘われた池
田は、岡本の勧誘を断るばかりか、団体展
内部からの改革をと意気込む岡本に「二科
なんかヤメちまったほうがいい」16と言い
さえしたという。実際、1955年はメディア
に大きく取り上げられたが、これが二科内
部の反発を呼び、翌年以降は「太郎部屋」
の作家はちりぢりに分散して展示されるこ
とになる。岡本の狙いは大きく外れ、池田
の指摘通りの結果となった。
　しかしその一方で、同じ 1955年 2月に
岡本が代表をつとめる「アートクラブ」へ
池田は参加し、「アートクラブ連鎖展」や
翌年の「世界・今日の美術展」への出品も
行っている。岡本が主宰していた「現代芸
術研究所」でのテキスタイルデザイン制作
にも参加するなど、岡本に近い位置での活
動も続いていった。
　池田と岡本の交流は、1948年から岡本が
没する 1996年まで続くが、池田が初期の
アヴァンギャルド芸術運動において、最も
影響を受けたとするのは花田清輝であり、
また瀧口修造の存在感の大きさも目立つだ
ろう。瀧口には、「NON」での共同制作の
批評を乞い、タケミヤ画廊での個展開催、
池田自身の作品集序文 17の依頼、瀧口邸で
とれたオリーブを浅間山に撒くパフォーマ
ンス《ASARAT橄欖環計画》（1972）など
も行われている。しかし岡本太郎に関して
は、意外にも池田自身が展示の為に岡本に
文章を頼むことは皆無であったし、また岡
本が池田の展評を書くことも、ついになか
ったようだ 18。 親しい間柄ではあっても、
たがいに批判精神を持ち、時に離れ、時に
交わりながら生涯にわたって続く交流は、
「鬼子」19ならではの距離感というべきか。
1996年、岡本太郎没後まもなくに池田が寄
稿した追悼文 20では、「絵画の域を野放図
に突き抜けた」画家・岡本太郎の「真価を
正当に見極めなければ」と記すと共に、「前
衛の立場を貫きながら、臆せず外に飛び出
し、広く大衆」に受け入れられた稀有な作
家だったとの回想がされた。
　大衆との関わり、「社会と芸術」という
命題は、ともに 1950年代の池田と岡本に
共通するキーワードであり、同時代の多く
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の美術家に共有される課題でもあった。続
いて 2章では、戦後の朝鮮戦争勃発以後の
社会情勢、いわゆる「逆コース」と呼ばれ
る流れのなかで、美術家たちがどのように
反応し活動していったか、その中で池田龍
雄と岡本太郎が「社会と芸術」の接点をど
う模索したのかを辿ってみたい。
2．社会と芸術
社会情勢と主題─美術雑誌より
　1945年 8月の敗戦を、池田龍雄は霞ヶ浦
航空隊の特攻部隊で、岡本太郎は中国南部
の祁陽での従軍中に、それぞれ迎えている。
世代は違うが、ともに苦い戦争体験を経て
の戦後であった。GHQ占領下での復興の
なか、5年後の 1950年 6月には朝鮮戦争が
勃発、教職員や公務員へのレッド・パージ
がはじまり、GHQの施策の方向転換によ
るいわゆる「逆コース」によって、警察予
備隊の設置、血のメーデー事件、破壊活動
防止法の施行といった「再軍備化」へ向か
う社会情勢へと変わっていく。戦時中に統
合休刊となった美術雑誌は、戦後ぞくぞく
と復刊創刊され、文化的なものを渇望する
読者に求められて海外作家の紹介や技法解
説など多様な情報が横溢するが、そうした
誌面のはざまにもしだいに時代情勢を映し
た記事や言葉が散見されてくる。断片的で
はあるが、その幾つかを拾い上げて見てみ
たい。
　1951年 8月に開幕した「ピカソ展」は、「マ
チス展」に続いて読売新聞社が主催し、「実
験工房」結成のきっかけになった展覧会で
もある。9月刊行の『美術手帖』臨時増刊
号はお祭りムードのピカソ特集だが、末尾
に掲載された安部公房の「ピカソの変貌」
は、共産党とピカソの関係から《ゲルニカ》
（1937）など社会的主題の作品に焦点を絞
り、緊迫感をはらんだ作品論となっている。
安部は、ピカソがこのサロン・ド・メ出品
作に、米軍の朝鮮戦争介入を主題とする《朝
鮮の虐殺》（1951）を発表したことに注目し、
絵画における対極的な表現、「見るリアリ
ティ（構成）と読むリアリティ（抽象）の
統一」という点で、ピカソが「近代主義的
な矛盾を克服し去った」とする。1949年から
共産党に入り「革命の芸術、芸術の革命」21
を掲げていた安部は、《ゲルニカ》や《朝鮮
の虐殺》を例に挙げ、ここに「真に解放され
た、新しい時代の芸術への道標がある」22 と
述べた。
　1952年 5月には血のメーデー事件が起こ
り、7月に破壊防止法案が施行される。こ
の動きに反応したのは創刊まもない『美術
批評』で、6月号では瀧口修造の「芸術と
自由」をはじめ、富永惣一「美術家と政治」、
「ラウンド・テーブル」欄でも破防法につ
いてのアンケートを 25名の美術家らに取
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るなど、誌面の多くを割いてこの問題を取
り上げている 23。
　翌年 1953年 1月の『美術手帖』は、「誌
上現代美術館」として 6章立てで同時代美
術の傾向を紹介する特集だが、最終章は植
村鷹千代の解説で「社会的主題による」海
外作家の作品がまとめて紹介された。ピカ
ソの《朝鮮の虐殺》がカラー図版で掲載さ
れ、アンドレ・フージュロン、フェルナン・
レジェ、ビュッフェ、ベン・シャーンなど
の社会主義的な主題を描いた作品に加え、
ディエゴ・リベラやシケイロスといったメ
キシコ壁画運動の画家達にも言及してい
る。こうした海外作家の仕事は、この頃増
えていった素朴な自然主義リアリズムや社
会的主題を追求する左翼系の青年画家たち
にとって、進む道をさし示す灯台のように
見えたのだろうか。
　1953年 6月には「前衛美術会」と「青
年美術家連合」の共催で「第 1回ニッポン
展」が開催される。出品作の多くが社会主
義的テーマを扱う展覧会だが、『美術批評』
の読者投稿欄「ラウンド・テーブル」など
にも若い世代の共感がみられた 24。この年
に、批評家として活動を始めた針生一郎の
「ニッポン展」評は、「あたらしいリアリズ
ムのために」25と題し、同世代の目線から
同展の傾向を読み解く趣旨だった。「美術
家のみた日本のすがた」という共通課題を
リアリズムで表現する、という方向性に大
枠で賛意を示しつつも、針生は「テーマが
充分身についた造形表現」に達してない作
品が多いと指摘する。池田の出品作なども
挙げて「技量はあるのだが、まだ自己の方
法をはっきりとみさだめていない、そこへ
テーマや理論だけが外側からおしつけられ
てくるところに問題がある」として、一層
の「運動の前進をのぞむ」と述べた。
　また針生は、1954年 1月号の『美術批評』
では「社会的主題とリアリズム」26として、
社会主義的テーマに取り組む友人への書簡
という体裁で、素朴な社会主義リアリズム
への安易な傾倒への懸念を示した。ベン・
シャーンの言葉や岡本太郎、鶴岡政男らの
表現を例示して、作品の主題は「作家のヴィ
ジョンをとおして」モチーフを掴まなけれ
ば絵画上の問題にならないとし、ここでも
「あたらしいリアリズム」が課題だと繰り
返した。この頃求められた「あたらしいリ
アリズム」とは一体どのようなものだった
のか。
「新しいリアリズム」
　リアリズムという言葉をめぐっては、戦
後まもない 1946年から美術家や評論家に
よって様々な解釈や論議が交わされた「リ
アリズム論争」が起こっている。リアリズ
ムの定義は各人各様、立場により大きく
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異なり、「目に見える対象をそのまま描く」
素朴な自然主義リアリズム、「現実の社会
が直面する状況をテーマ」とする社会主義
リアリズムのほか、土方定一が主張したよ
うに「美術家が自己の内部に現実感をもっ
て受け止められたものを表出」するのがリ
アリズムとする姿勢も示され、1946年から
の 4年を中心に、その後も長らく画家たち
の論議の核としてリアリズムという課題は
残り続けていった 27。
　戦後 10年目の 1955年に、池田龍雄と粕
三平を中心に結成した「制作者懇談会」も
また、リアリズムを共通の問題意識として、
美術、映画、演劇など多ジャンルの人々が
集ったグループ 28 だ。近年再評価が進む「実
験工房」と同じく、「世紀」の流れを汲ん
でジャンルの綜合化を目指し、活発な研究
会と演劇公演や雑誌『映画批評』刊行など
ユニークな活動を行った。機関誌のタイト
ルも字義通り『リアリズム』で、多様なジャ
ンルの人々が、社会主義リアリズムでも自
然主義リアリズムでもない、「新しいリア
リズム」の表現を模索した。
　1956年刊行の『リアリズム』10号は、
各部会のメンバーが「リアリズムの方法」
論について寄稿した充実した特集となる 29。
池田はこの時「絵画の社会性」とは、「何
の為に絵を描くか」という問いに始まり「そ
の絵は社会的にどのような意味や力や、は
たらきを持つか」という点に集約され、「何
を描くか」「如何に描くか」という問題に
拡がる膨大な課題だと述べている。ここで
強調されている「何を如何に描くか」とい
う問いは、1950年代の初めから、池田がい
くたびも繰り返し、自らに問いかけてきた
命題でもある。
　池田は 1950年に「世紀」を脱退後、北
代省三や山口勝弘らとの「プボワール」を
経て、1951年 6月に「人民芸術集団」に
参加する。共産党員として急進的な活動を
行う安部公房らの左翼的な動きに関心を寄
せ、時代情勢の変化から、しだいに政治的
な意識を持つようになっていく。グループ
「NON」では研究会のほか実験的な協同制
作も行うが、1952年 7月に申し合わせ通り
1年で解散。その前月には米ソ冷戦の緊迫
した情勢を憂う美術家らが「平和のための
美術展」が開催、池田も出品をした。この
頃は「周辺の文学者や美術家たちはたいて
い共産党に入って」おり、池田自身は入党
しなかったが、「火炎瓶の飛び交う激しい
“政治の季節”」30 だったと回想する。1952
年秋からは「青年美術家連合」結成に向け
て奔走するなか、「世紀」からの仲間であ
る福田恒太と山野卓造らと「エナージ」を
結成。翌 1953年 2月に「前衛美術会」や「世
紀」周辺の人々が中核となって、社会情勢
に危機感を抱く青年たちが集い、「青年美
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術家連合」が結成された。
　今日「ルポルタージュ絵画」と呼ばれる
のは、この「青年美術家連合」が「前衛美
術会」との共催で開いた「ニッポン展」の
「美術と大衆、美術と政治の関係性を直接
問う」実験的な作品群である。「ルポルター
ジュ絵画」という呼称は後年になって定着
した言葉だが 31、池田が「青年美術家連合」
機関誌『今日の美術』に寄稿した「絵画に
おけるルポルタージュの問題」32 との関連
もあっただろうか。
　池田は、「現実をより正確にとらえ更に
それを建設的、発展的な方向に描き出す為」
には、ルポルタージュという手法を「創作
活動の一つの延長」とすべきだと問題提起
する。池田自身が、この、現場を訪れて取材・
記録するルポルタージュという手法を意識
するきっかけとなるのは、一つは安部公房
の文章「新しいリアリズムのために ルポル
タージュの意義」33の絵画への応用という
意識であり、もう一つは「青年美術家連合」
結成の前年、1952年 9月 6日に「前衛美術
会」のメンバーによって行われた「小河内
山村工作隊」の報告会だった。
何を如何に描くべきか
─小河内山村工作隊
　「小河内山村工作隊」の報告会に出席し
た池田の日記には、「五時より新日本文学
会館で『何を』『如何に描くべきか』とい
うテーマで花田清輝、岡本太郎を交えた討
論会。山下菊二、桂川寛らの貴重な実践の
作品を見る。彼等は、しばらく小河内村に
入り、ダムに働く労働者や村人達の意識を、
わずかながらもとらえてきたらしい」と記
されている 34。小河内村での実践とは、「前
衛美術会」の山下菊二、尾藤豊、桂川寛、
勅使河原宏らが、日本共産党の要請により、
東京奥多摩の小河内ダム建設現場に入り、
文化工作隊員として任務や制作を行った活
動である。
　のちに勅使河原宏は「僕たちは絵描き集
団だから、工作するといっても、飯場労働
者と話し合いながら「ダム建設計画はおか
しい」という版画を作成して彼らに渡して
くるという役割だった」35と回想している
が、ビラやパンフレットを作成し村民や労
働者へアジテーションを行っても、実際の
ところは「ストライキに応じる労働者はお
らず、当日は駆けつけた警官隊によって工
作隊員の一人が逮捕される」36結果に終わ
ったという。しかしこの体験から桂川寛の
《立ち退く人々》（1952）、《小河内村》（1952）、
勅使河原宏《昼食（沈む村、背景にダム工
事場》（1953）といった代表的な「ルポルター
ジュ絵画」の作品群が生まれ、翌年の「第
一回ニッポン展」に出品されることになる。
　報告会の席上、実作を前に、小河内村で
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の工作隊の経緯について報告した桂川寛
は、出席していた岡本太郎の激しい反応に
ついて、後年克明に回想している。「言い
終えるのも待たず、やにわに岡本太郎の猛
烈な批判が始まった。「それがなんだとい
うのだ。いま言ったことは全部、絵画以前
の問題じゃないか。絵画の問題はそれから
始まるんだ」という意味の、批判というよ
りも批難、論難をまくし立て、一同アッケ
にとられてしばらく黙って聞くしかなかっ
た」。
　そして桂川は、岡本の立ち位置について
「“対極主義”的な芸術観に立つ岡本には、
記録性とかルポルタージュなどの課題はも
ともと眼中にはなく、結局、両者の立場の
ちがいだから、議論はかみあうはずはなく
空転するままだったが、岡本はなおも、私
の「立ち退く人」を指して「中世ふうのイ
ヤらしいリアリズムだ」などとさんざんに
けなした」と記している。岡本の側にこれ
を裏付ける著述はないが、同日の「活動日
誌」には「美術家懇談会　新日本文学会」
との記録があり、報告会の名称を指すと思
われる 37。
　一方の池田は、この「山村工作隊」の作
品や実践報告に大きく触発され、これ以後
「青年美術家連合」結成に向け、中核とし
て奔走していくことになる。この時報告会
に出席していた池田や桂川、勅使河原をは
じめ、「青年美術家連合」に集った画家た
ちには「世紀」に在籍していた顔ぶれも多
いのだが、岡本太郎が、活動を共にしてき
た旧知の彼等の活動について、正面から言
及した記事は確認できていない。しかし、
共産党に近い左翼系の画家や批評家との対
話、座談会やアンケートなどに岡本の考え
が散見されるものがある。次の項では彼の
発言を追うことで、岡本が彼らの活動をど
う捉えていたかを明らかにしたい。
アヴァンギャルドの立ち位置
─岡本太郎の発言
　朝鮮戦争勃発前の 1950年 2月、美術雑
誌『BBBB』に掲載された「座談会　原子
力時代と美術」38 は、共産党に近い画家、
評論家とアヴァンギャルドの画家達による
討論だが、リアリズムやテーマの社会性の
問題について、噛みあわない主張の中に両
者の相違が浮かび上がる。岡本は「政治的
イデオロギーを意識して仕事をする場合、
テーマが非常に公式的にとらえられる傾向
が強い。その結果、芸術自体の無邪気さ、
明朗さ、新鮮さというものが失われて、固
定した概念に堕」すのだ、と懸念を表明
する。「夜の会」からの盟友・花田清輝は
1949年から共産党に入党しているが、岡本
自身は共産主義には明確に距離を置き、終
始、芸術の政治からの自立性を主張した。
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　破防法特集が組まれた 1952年 6月号の
『美術批評』では、アンケートに「破防法
は有形無形に芸術の自由な表現を脅かすも
の」で「絶対に反対」だと表明すると共に、
美術家の立ち位置として「常日頃の反動的
権威によりかからない真に新鮮で自由な仕
事だけがこのような悪法案を阻止する現実
的な力を持っていることを強調」すると、
美術家の自立性も強調する。
　1952年 7月の『美術批評』に寄稿した「超
近代的絵画はどう発展するか」39では、美
術家のみならず、職場の美術サークルの勤
労者や若者をはじめ、より広く「総ての人」
に向けて、絵画を「観ると同時に創る」こ
とが今日的な芸術の課題であり、自由な芸
術創造のよろこびを持つべきと説く。岡本
が 1954年に刊行する『今日の芸術』（光文社）
と同じく、大衆へ直接語りかける論調がこ
こに現れてくる。
　この頃、1952年から翌年にかけては、岡
本の活動が新しい局面に移りつつある時期
にあった。雑誌『みづゑ』に「縄文土器論」
を発表し、建築家、坂倉準三との協同で初
めての壁画《創生》（1952）を制作。1952
年 11月から翌年 5月までの戦後初の渡欧
を経て、帰国後は「アートクラブ」結成や「国
際デザインコミッティー」への参加、青山
のアトリエ建設着工など、飛躍的に活動の
幅がひろがる時期にあたる。ちょうど「青
年美術家連合」の結成前後は岡本は日本を
不在にしていたが、「ニッポン展」には 6
月末に足を運んだ記録 40が確認できる。
　1953年 8月号の『美術批評』の中野重
治と井上長三郎との鼎談の中で、岡本はそ
の「ニッポン展」の画家たちについて言及
している。「何を描いたから反動的だとか
保守だとか、労働者がツルハシをもってい
るところを描いたから革命的だというよう
なことは、むしろ非常に反革命的だ」「若
い社会的意識を持った絵描きのグループの
展覧会を見ると、皆そういう画を描いてる。
つまりいかに被搾取階級が苦労しているか
って訳です」41。岡本は、若い世代の社会
主義リアリズムへの急激な傾倒を憂慮し、
「今から三十年前と同じ、それが革命的だ
と思って描いている」と批判する一方、左
翼に近い指導的な作家たちが「明確な指標」
を示さないことで若い世代が揺れ動き、「現
実以外にないものを描いたあとでまた後悔
したり抽象画に帰ったりしている」と指摘
し、彼らが逡巡する状況を憂いている。
　同年 12月の花田清輝と末松正樹との鼎
談「アヴァンギャルドとリアリズム」42では、
岡本はこの年の美術界の動向を、「はっき
りした芸術運動、イズムというものでなく、
若い世代がどんどん変わっている。おそら
く今年あたりはまた拍車をかけて変わって
くる」と説明する。「リアリズムがあれ程
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さんざん検討されていながら、いつも解決
しないで問題を残」し、方法論が確立され
ていないことに触れながら、「文学におけ
るリアリズムの方法論というものが、その
まま素朴に皮相に絵画技術のほうに応用さ
れていた。少なくとも左翼芸術家の多くは
そういう混乱の中にある」と、社会主義リ
アリズムに傾倒する画家たちへの懸念を表
明した。
機関誌『今日の美術』
　一方、「青年美術家連合」の画家たちは、
どのような理念と意識で集結し、活動を行
ったのだろうか。連合の発足時から、池田
龍雄は編集委員として、この運動の機関誌
編集に携わっており、手元に機関紙が残さ
れていた 43。ここから、メンバーの傾向や
関心を追うことができるだろう。
　「再び平和をおびやかす暗雲が私たちの
頭上におおいかぶさり、その中で全ての自
由が次々に奪い去られようとしている。（中
略）新しい創造への意欲と情熱をもつ私た
ち青年美術家は、平和と自由と、それらに
うらずけられたリアリティを目指して団結
し、われわれの創造を阻害する一切の存在
に対して斗おうとしている」44。機関誌創
刊号となる『日本青年美術家連合ニュース』
の巻頭には、「青年美術家連合」名義の「よ
びかけ」が掲載されている。この切迫した
口調は、当時の彼等の意識を十分に映すも
のといえるだろう。
　機関誌は 2号から『今日の美術』と改題
され、6号までの刊行が確認できる。主な
内容としては、「主張」や「研究」という
コラムに寄稿された会員からの文章、例会
の議事録などで、参加各グループの活動や
地方会員の動きも紹介された。展覧会評も
多く、「ニッポン展」へ寄せた瀧口修造や
林文雄らの批評 45のほか、会員の個展や
グループ展、団体展の展評を会員から寄稿
したものも掲載がある。また海外作家への
言及も多く、ベン・シャーンについての論
考 46、ソビエトの社会主義リアリズムの動
きのほか、「海外ニュース」という枠では、
当時物議を醸したピカソの「スターリン像」
の顛末もアラゴンの声明とともに詳しく紹
介された 47。会員に共産党員も多かったこ
とから、コミュニストだったピカソやフー
ジュロンらが、社会的主題を描くことへの
関心は高かったのだろう。
　機関誌を通覧しても、岡本太郎の名は殆
ど登場しないが、創刊号の行事予定欄に、
「ソビエト、中国、フランス等から新たに
帰えられた人々」に「美術事情をきく」研
究会に僅かに名前がある。また、桂川寛に
よる「抽象と幻想展」48の展評では、抽象
やシュールレアリスムのモダニスムの画家
たちの括りの中で批判的に評されている。
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『今日の美術』においても、筆者によりリ
アリズムのとらえ方は様々だが、「大衆に
わかる」絵をという標語を掲げるとき、む
ろん「アヴァンギャルド」岡本太郎は概し
て批判の対象だっただろう。
　しかし同じ「青年美術家連合」でも、共
産党に近い立場で厳格な社会主義リアリズ
ムを追及するメンバーと、シュールレアリ
スムやアヴァンギャルドとの統合を模索す
る「新しいリアリズム」の方向性は異なる。
池田もまた、社会主義リアリズムへの違和
感を持ち続け、「エナージ」の福田恒太と
山野卓らが共産党へ入党し、「大衆が理解
できる絵」を模索して厳格な社会主義リア
リズムへと急速に傾倒していく時期に、彼
等と袂を分かつことになった。
　最後の機関誌と思しい『今日の美術』6
号は 1954年 10月の刊行だが、巻頭頁に「原
水爆禁止署名運動に参加しよう」という主
張、ビキニ湾で被爆した第五福竜丸事件を
受けた署名運動の呼びかけが掲載されてい
る。この「第五福竜丸」事件の余波を受けて、
1954年は美術界にも変化が現れる。
1954年、第五福竜丸事件
　1954年 3月、ビキニ環礁での米国の水
爆実験によって第五福竜丸が被爆した事件
が、日本国中を震撼させる。8月には「原
水爆禁止署名運動全国協議会」が結成され、
反戦運動が活発化していく。激動する時代
の状況を受け、この年は「ニッポン展」の
みならず、団体展を含めた広範囲の美術家
が、社会情勢を画題に取り上げることにな
っていく。
　年末 12月の美術界の総括記事にはそう
した状況がよく表れている。「社会問題と
取組む」と副題を添えた『朝日新聞』総論
では「不安に充ちた社会問題を芸術的に
解決しようという努力も積み重ねられてき
た。たとえば原爆問題。「ビキニの灰」と
いうテーマが美術の対象とされてきたこと
などである。作品としてはまだ批判の余地
があるとしても、この芽が育ちつつあるこ
とは忘れてはなるまい」49とある。『毎日新
聞』では、「マチスが死んでピカソの「戦
争と平和」が世界画壇を大きくゆるがした。
絵画も鑑賞から思考の芸術へと動きだして
いる。 そのような影響と激しい現実におさ
れて、現代日本美術展や二科、自由美術、
新制作など団体展に「死の灰」や「戦争反対」
といった時局的な作品が多くなった」50 と
美術界全体の傾向をまとめている。この年
は、ピカソの《戦争と平和》（1952年）が
社会的主題への取組みとして話題となり、
岡本太郎自身も同作を《ゲルニカ》と比較
した作品紹介を雑誌に寄稿 51している。こ
うした関心も、社会的主題を描く傾向を後
押しする一因にもなっただろう。
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　また瀬木慎一は「テーマのある絵」52と
題して「抽象主義の二科展」でさえ「放射
能」に取材した作品が多いが、人間主体が
欠如した絵が多いと指摘し、針生一郎は桂
ゆきや岡本太郎の作品を例示しながら、「戦
争の不安、生活苦等などのテーマ」の多い
二科の変貌に「美術界の底流のはげしい推
移」53を感じたとする。漫画家の横山泰三は、
二科や行動展に「社会風刺をテーマにした
作品」を見るという趣旨の「ビキニ　マグ
ロ　タブロー」54で、社会的な主題さえ描
けば絵になるものではなく「風刺画を芸術
にするにはピカソのような腕つぷしがい
る」と、諧謔たっぷりに底の浅い「テーマ
絵画」の流行を皮肉った。
主題と表現　池田龍雄と岡本太郎
　この激動の 1954年、池田龍雄は 2月の「第
6回読売アンデパンダン展」に《網元》（1953、
g. 8）を出品。前年に「エナージ」のメンバー
と共に石川県河北郡内灘村での米軍基地反
対闘争の現場に赴いたルポルタージュの成
果だが、これが安部公房の「新しい方向を
示した野心作」55との評とともに『読売新
聞』に図版が掲載され、大きく脚光を浴び
る。同じく 2月には、「第 7回日本アンデ
パンダン展」に池田にとっての「唯一の戦
争記録画」56というべき 100号の油彩、《僕
らを傷つけたもの―1945年の記憶》（1954）
も出品している。
　この年は雑誌『改造』の依頼で、関根弘
とともに江東地区の零細企業のルポも行い
《大通り》（1954）なども制作。6月の「第 2
回ニッポン展」では、第五福竜丸事件をテー
マとしたペン画、〈反原爆〉シリーズの《埋
められた魚》（1954）ほか連作 3点を出品
する。8月には銀座の養清堂画廊で初めて
の個展を開き、ペン画 20数点を発表した。
この年制作された作品は、いずれも社会問
題や戦争をテーマに、ペン画や油彩、ルポ
ルタージュの手法などさまざまな模索と試
みが行われた。
　「ペン画」という手法を選んだ理由は池
田自身も言及しているが 57、普及のしやす
さという観点から版画という表現手法に興
味を持ち、それに近い表現であること、油
彩と異なり短時間で取り組めること、一つ
の主題に複数の作品で取り組むことでルポ
ルタージュの手法に沿う表現をしやすいこ
と、材料費と保管場所の問題などを挙げて
いる。加えて、より広範囲に普及するため
の「印刷」や上映用の「スライド化」を前
提とするのも重要な要素だった 58。この時
期から池田の表現の中心となるペン画は、
銅版画を思わせる繊細な線の魅力と、複雑
な色調の美しさを持つ作品から風刺的な漫
画に近い表現まで、多彩なヴァリエーショ
ンを持って展開されていくことになる。
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　一方、岡本太郎が 1954年に制作、発表
した作品はどのようなものだったか。2月
の「第 6回読売アンデパンダン展」の《装
飾》、「第 1回現代日本美術展」での《犬》《動
物》（油彩）、「第 27回ベネチアビエンナーレ」
に出展されたうちの 1点《海辺》、そして 9
月の「第 39回二科展」で《青空》《コンポ
ジション「遊ぶ子」》等がこの年に制作さ
れた作品だが、このうち《青空》（g. 9）は、
1952年の血のメーデーを扱った「社会的主
題」を描いた作品であることに注目したい。
画面は一目みて主題がわかるような記録的
表現ではないが、「社会的な問題が起きた
からといってすぐそれが絵になるなんてこ
とはありえない」、「われわれの内部で違っ
た形で結晶しコンデンスされたものが絵に
現われてくる」59 のだと岡本は述べる。「画
面まんなかの人は大衆の顔、その上には警
棒、その左右に官警の荒々しいクツが踏み
おろされて大衆の体をおさえ」るという構
図で、画面には「底抜けの明るさと暗さが
同居」し「人間の明朗なたくましい無邪気
さを表現した」という。
　岡本は、この《青空》を契機に、具体的
な事件や社会問題を主題に描くことが増え
ていく。戦後の代表作《重工業》（1949）や《森
の掟》（1950）は社会的なテーマではあるが、
特定の事件や状況に拠らないアレゴリーで
ある。しかし《青空》以降は、核や原水爆
を直接的な主題とした作品が目立つように
なる。翌年には、第五福竜丸事件を扱った
《燃える人》（1955）を「第 3回日本国際美
術展覧会」に発表。この年は、原水爆が爆
発する瞬間を表した《瞬間》（1955）も「第
40回二科展」に出品する。その後も関連す
る主題として、《死の灰》（1956）、《不具者》
（1956）、《原始》（1958）が描かれ、1960年
代に入ると《若い闘争》（1962）や《暴走》
（1963）など学生運動に取材した作品もあ
る。こうした主題の集大成として、メキシ
コのホテルの為に描かれた「ヒロシマ・ナ
ガサキ」という原題を持つ、壁画《明日の
神話》（1968）に結実していく。
　岡本の主題の変化は何に起因したのだろ
うか。一つは 1954年の時代状況、第五福
竜丸事件を受けての美術家たちの動きやピ
カソの動向も含めた変化があるだろう。そ
してもう一つは、先んじて時代に即応し社
会的な課題を描くことを模索してきた、池
田龍雄をはじめとする「青年美術家連合」
周辺の画家たちに向けた、岡本なりの呼応
と返答ではなかったか。「テーマをナマで
提出するのは芸術じゃない。全然、違った
形に結晶させ、昇華させてこそかえってた
くましく、リアルに表現される、そして暴
力に対して絶望的に暗くなるだけではダ
メ、もっとたくましく無邪気にそれを乗り
こえて行くべきだ」60 記者への作品説明は、
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そのまま青年画家たちへのメッセージとも
読める。
おわりに
　池田龍雄と岡本太郎の二人の作家の関係
性について、1章では両者の出会いと交流
を、2章では 1950年代前半の社会情勢とあ
わせた状況を、時代の前後も参照しながら
活動を辿ってきた。池田が時代に即応しな
がら「ルポルタージュ絵画」運動の渦中で
模索した軌跡と、岡本の立ち位置や方法論
は異なっているが、厳しく変化する社会情
勢のなかで、ともに「社会と芸術」との接
点を探る方向性を共有して持ちつづけたと
いえよう。
　池田は 1955年からの「制作者懇談会」
の活動でも、大衆と直接的に向き合うべ
く、地方での巡回展覧会を積極的に行う 61 
が、「身をもって実感させられた前衛芸術
と大衆との隔たり」62の中で、しだいに社
会的主題から、〈化け物の系譜〉の連作な
ど、人間の隠された内面をえぐる表現へと
移行していく。そして池田の中の「芸術と
政治のあいだの距離を決定的に広げてしま
った」63 1960年安保闘争の“挫折 ”を転換
点に、「社会と芸術」の追及から離れ、〈百
仮面〉シリーズの着手、パフォーマンスや
概念芸術といった方向にも活動を展開して
いくことになる。
　しかし岡本は、旧東京都庁舎の壁画《日
の壁》（1956）をはじめ、より大衆に近い
壁画やモニュメントの仕事を手がけていく
傍ら、『今日の芸術』以降は、著作におい
ても一般の人々に直接語りかけるスタイル
をとっていく。壁をものともせず「社会」
に向かう岡本の姿勢を、後年池田は「前衛
芸術と一般大衆との間にはどうしようもな
い隔たりがある、というのが通念だったが、
アヴァンギャルディスト岡本太郎は委細か
まわず、大衆の中へ出て行った」64と回想
している。
　1950年代後半からは、美術界をめぐる動
向は大きく変化を迎える。1956年の「世界・
今日の美術展」は岡本が中心に企画し、国
外の新しい美術動向とアートクラブ会員の
作品を紹介する展覧会で池田も出品をした
が、この展示を機にアンフォルメルのブー
ムが巻き起こり、またたくまに日本中に「ア
ンフォルメル旋風」が吹き荒んでいくこと
になる。「戦後美術」から「現代美術」へ
と大きく美術の状況が変化した季節だが、
池田も岡本も、共にアンフォルメルの流れ
には批判的に距離を置いた場から、自らの
次の課題の展開へと向かっている。
（さとう・れいこ）
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ることが今回確認できた。1950年分は 1月 1日～
27日のみで終了し、1951年分は別紙メモが挟み込
まれ、無記載の頁には続けて記されている。
6)  池田龍雄「「太郎アメ」─人気の秘密─」『万歳七
唱　岡本太郎の鬼子たち展図録』川崎市岡本太郎
美術館、1999年、40頁。
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際永三が参加。写真に奈良原一高、演劇に吉沢京夫、
文学には井上成一郎、色川大吉らがいた。
29) 『リアリズム』No.10（制作者懇談会、1956年 1月）
は、序文に「リアリズム特集」と銘打ち、絵画部会：
池田龍雄「絵画の社会性」、石井茂雄「新しい絵画
の方向と方法について」、河原温「私の方法につい
て」、映画写真部会：真杉龍彦「新しいリアリズム
の課題」、羽仁進「記録映画と私の方法」、演劇部会：
田畑慶吉「リアリズム演劇の問題点」ほか、14人
15件の文章が収録された。
30) 池田龍雄、前掲『夢・現・記』、164頁。
31) 「ルポルタージュ絵画」という呼称の経緯について
は、川浪千鶴「池田龍雄と「石炭・炭鉱」をめぐ
る作品群─ルポルタージュ絵画の展開として」『池
田龍雄─アヴァンギャルドの軌跡展図録』（山梨県
立美術館ほか、2010年）を参照。
32) 池田龍雄「絵画におけるルポルタージュの問題」『今
日の美術』No.2、日本青年美術家連合、1953年 5-
6月、10-12頁。
 なお桂川寛も『廃墟の前衛』の中で、1952年秋に
日本共産党文化部へ提出した小河内文化工作の報
告書内に、「ルポルタージュ芸術の必要性の確認」
と記しており、この時期「ルポルタージュ」とい
う言葉を意識していたと記している。
33) 安部公房「新しいリアリズムのために　ルポルター
ジュの意義」『理論』18号、1952年 8月、29-36頁。
34) 池田龍雄、前掲『夢・現・記』、164頁。
35) 野村紀子編著『プロダクションノート　勅使河原
宏・映画事始』studio246、2007年、37頁。
36) 鳥羽耕史『1950年代 「記録」の時代』河出書房新社、
2010年、55-60頁。
37) 1952年「岡本太郎 活動日誌」、9月 6日の予記欄に
「5時　美術家懇談会　新日本文学会」とある。池
田の日記には会の名称はなく、桂川も「なんとい
う名の、どんな呼びかけをしたか、記録も残って
おらず、すっかり忘れてしまった」と記している。
（『廃墟の前衛─回想の戦後美術』141頁）
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38) 本郷新、林文雄、岡本太郎、吉井忠、斎藤義重、
鶴岡政男、吉岡憲「座談会　原子力時代と美術」
『BBBB』3号、1950年 2月、2-9頁。
39) 岡本太郎「超近代的絵画はどう発展するか─技術
への問題提起─」『美術批評』7号、1952年 7月、
10-15頁。
40) 1953年「岡本太郎 活動日誌」による。6月 27日の
項に「訪　上野美術館─にっぽん展」の記録がある。
41) 中野重治、岡本太郎、井上長三郎「〈座談会〉文学・
絵画・カルチュア」『美術批評』20号、1953年 8月、
20-31頁。
42) 花田清輝、末松正樹、岡本太郎「─座談会─アヴァ
ンギャルドとリアリズム」『美術批評』24号、1953
年 12月、25-37頁。
43) 『今日の美術』2-6号を含む戦後の前衛芸術運動の
資料を、2012年に池田龍雄氏より川崎市岡本太郎
美術館にご寄贈頂いた。
44) 青年美術家連合「よびかけ」『日本青年美術家連合
機関紙　日本青年美術家連合ニュース』1号、1953
年 4月 18日、１頁。同じ宣言が、数か月の休刊後
に発刊された 1954年 2月の 5号でも、巻頭に再掲
された。
45) 瀧口修造「ニッポン展小感」、林文雄「「ニッポン展」
で感じたこと」『今日の美術』3号、1953年 7-8月、
13-14頁。
46) 入野達弥「もっともアメリカ的な　そしてもっと
も反アメリカ的画家について─ベン・シャーン小
論」『日本青年美術家連合ニュース』1号、1953年
4月 18日、3-5頁。入野達弥「ベン・シャーン小
論（２）」『今日の美術』2号、1953年 5-6月、13-
14頁。
47) 桂川寛「海外ニュース　声たからかに─ピカソの”
スターリン像”についてのアラゴンの声明」『今日
の美術』2号、1953年 5-6月、18-19頁。
48) 桂川寛「モダニズムの診断書─「抽象と幻想展」
をみる─」『今日の美術』5号、1954年 2-3月、8-
10頁。
49) （無記名）「回顧 1954年 美術界　社会問題と取り組
む」『朝日新聞』1954年 12月 21日。
50) （F）「54年度画壇（上）ゲーム・セット」『毎日新聞』
12月 2日。
51) 岡本太郎「〈特集〉ピカソ 戦争と平和」『芸術新潮』
5巻 9号、1954年 9月、47-65頁。
52) 瀬木慎一「テーマのある絵」『読売新聞』東京版、
1954年 10月 6日。
53) 針生一郎「二科・行動展評　新しい方向を模索」『山
梨時事新聞』1954年 9月 20日。
54) 横山泰三「ビキニ　マグロ　タブロー　二科・行
動展探訪」『芸術新潮』5巻 10号、1954年 11月、
79-81頁。
55) 安部公房「第 6回アンデパンダン展より」『読売新
聞』1954年 2月 12日。
56) 池田龍雄、前掲『夢・現・記』、194頁。
57) 同、172頁。
58) 池田は、1950年 9月の日記に「絵画は今後印刷物
として生活の中に入り込ませる必要がある。十九
世紀以後、絵画は尊大にガクブチの中に納まって
次第に大衆の生活から分離してしまった。今後、
絵画が社会の中に生きてゆく形態は、印刷物とし
て多量に人々の身辺に浸透することではないだろ
うか」と記している。（『夢・現・記』130-131頁）
59) 無記名「人間の無邪気さ　概念的な理解を拒む岡
本太郎氏」『東京新聞』1954年 8月 18日。
60) 岡本太郎「原色を塗りまくる」『伊勢新聞』1954年
9月 4日。
61) 「制作者懇談会」絵画部は、1955年から 57年まで、
北九州の小倉（福岡）を皮切りに、大分、新発田（新
潟）、小名浜市（現いわき市／福島）、大阪と富山
ではそれぞれグループ展「極」と「制作者グループ」
との合同開催で、合計 6回の展示を行っている。
62) 池田龍雄、前掲『芸術アヴァンギャルドの背中』、
58頁。
63) 同、99頁。
64) 池田龍雄『池田龍雄の発言　絵画のうしろにある
もの』論創社、2018年、135頁。
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fig. 4
岡本敏子「岡本太郎 活動日誌」1950-51年
川崎市岡本太郎美術館
fig. 5
岡本太郎《女》1947年
油彩、キャンバス
100.0×80.0 cm　所在不明
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fig. 6
池田龍雄《ある女》1951年
油彩、キャンバス　
44.2×32.1 cm　個人蔵
fig. 7
池田龍雄《腕》1953年
油彩、キャンバス
72.7×60.6 cm　板橋区立美術館
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fig. 8
池田龍雄《網元》（内灘シリーズ）1953年
インク・コンテ、紙　24.7×32.2 cm　東京都現代美術館
fig. 9
岡本太郎《青空》1954年
油彩、キャンバス　162.0×225.5 cm　川崎市岡本太郎美術館
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表 1
1950年 池田龍雄 日記より 岡本太郎 活動日誌より
1月 2日
世紀の常連、安部公房、桂川寛、村松七郎、
福島秀子、石井勇、北見和夫、西村悟、藤川
曜子等々、田原君の家に会し飲む。近年まれ
なる愉快さ。（120頁）
1月 3日 来　田原、池田
1月 6日
来　読売　十五人展写真撮影（腕、露店、黒い太陽、美
女と野獣）
1月 9日
来　加藤運送店　十五人展搬入 十点　椽一
来　田原─十四日の打合せ、二十二人連絡
1月 10日
予記　飾付高島ヤ 十五人展
来　田原─高島ヤ 同道
訪　高島ヤ 十五人展飾付
1月 11日
来　田原─高島ヤ 同道　池田─塗料届
訪　高島屋 十五人展
1月 14日
岡本太郎のアトリエで”新年会”をやってい
る。（121頁）
予記　世紀の会
世紀の会、集十人、二時－九時
　　　勝田、朝妻─研究会打合せ
　　　名称　対極芸術研究会
1月 15日 来　田原、池田─ 40号カンバス張 下塗
1月 17日
三時、高島屋へ十五人展を見に行った。福沢
一郎の『群像』『樹海』。岡本太郎の『黒い太陽』
など。我々にとっての問題─新しさ、前衛性
─その包含量が大きい分だけ、やはりこれら
に最も眼をひかれる。（122頁）
　
1月 27日 訪　高島ヤ 十五人展　※ 1950年の記録はこの日で終了
2月 18日
二時半より食堂にて、太郎さんの大演説を世
紀会員一同冷たくよそごとのように聞き流
し、安部公房はじめ皆萬崎の地下で飲む。小
さな叛乱。歌い騒ぎ、八時半頃迄。（123頁）
　
4月 29日 〈世紀〉とはっきり縁を切った（125頁） 　
池田龍雄『夢・現・記――画家の時代への証言』現代企画室、1990年
岡本敏子「岡本太郎　活動日記」1950-51年　川崎市岡本太郎美術館
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はじめに
　池田龍雄のペン画による「禽獣記」シリー
ズの内の 1点である《むれ》は、紙にイン
クによる描画を主としてコンテと水彩によ
るわずかな彩色の見られる、1958年に制作
された 29.1×37.5 cmの作品である。池田は、
1950年代から 60年代にかけて多くのペン
画のシリーズを制作している。1953年か
ら「内灘」シリーズを、1955年から「化け
物の系譜」シリーズを、1956年から「虫類
図譜」シリーズを、そして 1957年から 58
年にかけて「禽獣記」シリーズを、さらに
1960年からは「百仮面」シリーズを手掛け
ている。
　池田は 2010年の自身の回顧展に際して、
「禽獣記」を含むこの一連のペン画の作品
群について、次のように総括している。
わたしの関わった50年代初期のアヴァ
ンギャルドは、花田清輝の影響もあっ
て、政治のアヴァンギャルドと連動し、
社会の変革に参画することも視野に入
れていた。その頃わたしは絵筆あるい
はペンを、見る人の意識に食い込みそ
れを変革する刃物と考え、多くの風刺
的ないし告発的作品を手懸けた。〈内
灘〉シリーズから〈化物の系譜〉〈禽
獣記〉〈百仮面〉に至る一連のペン画
がそうである。だが、文学の方はいざ
知らず、美術においては、それが幻想
であることをやがて知ることになった
のである。1
　この記述に示されているように、のちに
「幻想」であると判断するに至るにせよ、「禽
獣記」シリーズと、そして《むれ》は、当
時の社会と美術を結ぶ試みの渦中にある作
品であった。
　さらに本作は、『夢・現・記　一画家の
時代への証言』（現代企画室、1990、250頁）
や『芸術アヴァンギャルドの背中』（沖積舎、
2001、39頁）といった、いくつかの自著で
1950年代の活動に言及する際に挿図として
掲載されている。池田にとって、同時期の
活動の意義を象徴する作品のひとつとなっ
ているのである。
　では、この「禽獣記」シリーズが制作さ
れた、1957年から翌年にかけての池田の
年譜から重要な事項を以下に確認しておこ
う。なお、『戦後美術の現在形　池田龍雄展』
図録（練馬区立美術館、2018）収載の年譜
の記述を参考とした。
1957年・29歳
・1月 7日～ 15日：「池田龍雄個展」（サト
ウ画廊）に「化物の系譜」シリーズを中心
に《行列》《守衛》《像》《舞台》などを出品。
・1月～ 3月：「no.24 アートクラブ展」「第
池田龍雄《むれ》（「禽獣記」シリーズ）と 1950年代の社会と美術をめぐって
春原 史寛
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10回日本アンデパンダン展」「第 9回読売
アンデパンダン展」に出品。
・3月～ 6月：アメリカ人経営の広告代理
店にデザイナーとして勤務。
・3月 16日～ 31日：「池田龍雄・向井良吉 
絵画と彫刻作品展」に《倉庫》を出品。
・6月：製作者懇談会映画部が『映画批評』
を創刊。装丁と編集に関わる。
・11月：結婚。結婚式発起人は岡本太郎、
安部公房、関根弘ほか。
・秋：河原温、金森馨、朝倉摂らと研究会「舞
台実験室」結成。
1958年・30歳
・3月 3日～ 9日：「ユリイカ詩画展」（東京・
画廊ひろし）に関根弘との共作《死んだ鼠》
を出品。
・3月 12日～ 27日：「第 10回読売アンデ
パンダン展」に《旅行者》を出品。
・8月 4日～ 9日：「池田龍雄個展」（東京・
画廊ひろし）に「禽獣記」シリーズから《飛
翔》《ヒロイン》《道化師》《二枚目》《旅行者》
を出品。
・8月：福音館書店「こどものとも」シリー
ズで、詩人・木島始の創作童話『ろくとは
ちのぼうけん』の絵を担当する。これをき
っかけに、絵本、学習雑誌、児童出版物の
挿絵、装丁などの仕事が増え、生計の手段
のひとつになる。
　この時期の池田の活動のひとつの転換点
となった出来事として、1958年 8月の絵本
や学習雑誌などの児童出版物の挿絵・装丁
などへの関与開始がある。これはその後の
池田の生計を支えることとなった。
　以上のような状況を受けて本稿では、《む
れ》を含む「禽獣記」シリーズの概要と制
作の背景・評価を整理した上で、本作が制
作された時期の池田の表現と周辺の美術、
そして社会とのかかわりを検討するため
に、「禽獣記」シリーズを、専門的な美術
の外側の活動として設定されていたと思わ
れる池田の童画表現・絵本に関する活動と
の関係から考察してみたい。
1． 《むれ》および「禽獣記」シリーズの表
現と制作意図
　まず、《むれ》および「禽獣記」に関す
る先行研究の指摘と、池田自身の発言から
その表現の特質と制作意図について確認し
ておきたい。
　練馬区立美術館の喜夛孝臣は、《むれ》
や同年のペン画《行列》は、池田が繰り返
し取り組んだ「行列」をテーマとするもの
であるとして、さらにこの時期の漫画表現
への接近を指摘している 2。池田は 1951年
の「第 3回読売アンデパンダン展」に《賑
やかな行列》（現存せず）を出品し、1950
年にはイメージのもととなる散文詩を発表
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していたという 3。この指摘のとおり、池
田は『現代詩』4巻 11号（1957年 12月）
に「漫画･もうひとつの神話」（g. 10）と
題した 1ページ 6コマのセリフのない漫画
表現を掲載しているが、ここに見られる犬
の群れとしての表現は「禽獣記」とも共通
し、群像表現や印刷メディアである漫画へ
の関心が、「禽獣記」に反映されていると
いえるであろう。
　池田は「禽獣記」を手掛けていた時期で
ある 1957年 4月の『美術手帖』に、タブロー
ではなくペン画表現を多用する意図を次の
ように説明している。
こういう人たち（引用者註：現実社会
に無関心な人）にこそぼくの絵はみて
もらわなくっちゃね。だから、ぼくは
油絵至上主義とはサヨナラしちゃっ
て、これからのマス・コミュニケーショ
ンの世界へどんどんぼくのような絵が
発表されるのを期待して、とくに印刷
されたときの効果を考え、ほとんどモ
ノクローム（単色）に近いテクニック
を用いているわけです。4
　この考え方は、印刷メディアを通じて可
能な限り多くの人々の手元に美術を届けて
いこうとした、当時の池田の姿勢を端的に
示している。さらに「禽獣記」シリーズに
は、多様で複数の禽獣が登場する場合が多
い。それはやはり 1957年の、池田の次の
ような発言から解釈することができる。
わたしが特に諷刺喜劇に期待するの
は、主として以上のような観点からで
あり、一人ないし、二三人の男女を主
役にまわすのではなく、一つの集団を
―従ってその集団がおり出す一つの
メカニズム―社会と人間、集団と個
人との関係を、中心に置いて、現実を
綜合的俯瞰的に浮き彫りしてもらいた
いのだ。（中略）したがって諷刺とは、
反面、味方の中に敵を、被害者の中に
加害者を発見することでもある。もし
その片道を避けて通れば、とうてい悪
の実態に肉迫することなど不可能であ
ろう。悪とは多分、善よりもはるかに
奥深くあり、巧妙であるに相違ない。5
　このような実社会の善悪の複雑性の可視
化は、風刺画としての「禽獣記」の表現の
意図することであったに違いないだろう。
　また、山梨県立美術館の太田智子は、「化
物の系譜」「禽獣記」「虫類図譜」は、初め
から連作の枠を設定せずに制作していくう
ちにシリーズとしてまとめられたことを指
摘している 6。池田のカタログ・レゾネで
ある『池田龍雄画集　1947-2005』（沖積舎、
049
2006）に掲載された「禽獣記」シリーズは
21点である。この掲載作品に稿者による調
査を加えたところ、「禽獣記」に含まれる
作品は、1957年は 13点、1958年は 10点、
さらに 1955年が 1点、1959年が 1点であ
った。1955年という早い時期の作品《乙な
鳥》や、すでにシリーズが完結したのちの
1959年の作品《衛士》がレゾネにおいて「禽
獣記」に組み入れられていることからは、
太田の指摘のとおり、池田が制作・発表の
後からシリーズの枠を確定させていること
が分かる（レゾネの作成段階で整理された
とも想定される）。
　このレゾネには、例えば、1958年 8月に
東京・画廊ひろしで開催の「池田龍雄個展」
に出品された「禽獣記」シリーズの 1点で
ある《ヒロイン》（所在不明、g. 11）は掲
載されていない（レゾネに掲載のない「禽
獣記」の作品として、ほかにいずれも 1958
年制作の《巨食》《パーティー》《メソプロ
ドン》がある）。おそらく、「禽獣記」シリー
ズとされている作品はほかにも存在するこ
とが予測され、今後更なる調査が必要であ
ろう。
　これらの確認された「禽獣記」シリーズ
の表現の流れを概観すると、1957年には横
構図も多くみられるが、1958年になるとほ
とんどが縦構図となっていく。1957年には
単体の禽獣による表現が多いが、翌年には
複数の多様な禽獣の表現を獲得していく。
したがって、1957年の段階ですでに集団の
表現である《むれ》はかなり複雑で珍しい
といえるであろう。
　ところで、《むれ》には、パブロ・ピカ
ソ《ミノトロマキー》（1935）や、あるいは《ゲ
ルニカ》（1937）などの、群像や人ならざ
る生物の表現との図像的な類似が指摘でき
る。いずれも社会に向けた強いメッセージ
を内包した作品であるから意識されていた
のではないだろうか。しかしながらここで
は、池田の発言によってブリューゲルとの
関連も具体的に指摘しておきたい。池田は
ユーモラスさや記録性を持つブルーゲルの
表現のうちの陰惨さにかたくなに注目し続
け、「ひたすら、ある特殊な一点」である
「「穴」―「……こちらには、爬虫類のよ
うな尾をつけた人間が股をひろげて腰を下
し、尖った口の中から汚れた唾液をはきか
けている。その股のあいだには、やはりあ
の大地に開いているのと同じ漏斗型の穴が
ぽかりと開いていて、その性器が、性器の
言葉があるとすれば、その言葉で喋ってい
るように思える」という、その「穴」」へ
の関心を 1969年に語っている 7。
　改めて《むれ》をつぶさに見てみると、
目や性器らしきもの、そして禽獣同士の間
を埋める、密度の高い黒い線の集合によっ
て表現された暗い「穴」が印象的である。「禽
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獣記」シリーズにおけるユーモラスさと陰
惨さの同居には、このような表現上の出自
があると考えられる。
2．「禽獣記」の同時代の評価
　次に、「禽獣記」と池田自身の同時代の
評価について確認しておきたい。
　1956年 2月の『アトリエ』328号は「世
界の風刺絵画」を特集した。野村清六「日
本諷刺絵画の系譜」、須山計一「欧米諷刺
絵画の系譜」、辻まこと「現代絵画への風
刺としての現代絵画」、瀧口修造「現代絵
画の最も新しい世代と諷刺」、瀬木慎一「現
代商業美術の風刺とユーモア」が掲載され
たほか、「自作の風刺性」として小山田二郎、
河原温、泉茂、真鍋博、加藤正、利根山光人、
浜田知明、森村惟一、藤松博、そして池田
が寄稿した。すでに 1955年から「化け物
の系譜」シリーズを描いていた池田の風刺
的な仕事の価値が、ここに挙げられた作家
たちとともに認められていたとうことであ
ろう。池田は「化物の系譜について」と題
して、例えば戦争という局面で人間に取り
付き、取り囲んで、人間社会の正常な発展
を阻害する「お化け」という存在を描いて
いることを書いている。
　その後、池田や小山田（1914年生）、河
原（1932年生）、浜田（1917年生）、藤松
（1922年生）ら、ここに登場した作家の多
くが 1958年 1月の『美術手帖』の特集「明
日を期待される新人群」で数名の美術評論
家から推されて取り上げられ、評価されて
いる 8。1928年生まれの池田は、彼らの中
でも若い世代に属している。本特集で池田
を取り上げたのは中原祐介で、「「行列」と
か「禽獣記」ではふたたび対象に即したグ
ロテスク性を解剖しはじめてい」てとその
作品を評価して、「漫画の創造に熱意をも
やしているらしいこの作家に、わたしは期
待したい。漫画はもっとも現代的なジャン
ルだからだ」と、高い期待を寄せた 9。池
田が新たに注目を集め始めた作家たちの仲
間入りをしたそのタイミングは、風刺画と
して評価された「禽獣記」が発表された時
期に重なっていたのである。
　中原は、「禽獣記」シリーズから《飛翔》
《ヒロイン》《道化師》《二枚目》《旅行者》
が出品された「池田龍雄個展」（1958年 8
月 4日～ 9日、東京・画廊ひろし 10）を『読
売新聞』紙上の展評で取り上げて、池田の
表現を次のように評した。
この作家はこれまで、いわゆるグロテ
スクの作家として位置づけられてき
た。しかし、こんどの「禽獣記」なか
んずく「飛翔」「ヒロイン」「道化師」
などの作品をみると、風刺的な要素に
ナンセンスな要素がからみ合い、絵画
051
というよりもむしろ、絵画と漫画の境
界地帯でみずからのイメージを展開し
ている。吉仲太造、真鍋博などの画家
が、同じような地点にたって仕事を試
みているが、こうした動きと他方で久
里洋二とか長新太などの漫画家が個展
をひらこうとする動きをあわせていず
れも風刺画に新しい展望をひらこうと
するものとして注目していいとおも
う。11
　以前のペン画によるグロテスクの作家と
いう評価から移行した池田が試みる、「禽
獣記」シリーズに見られるような絵画と漫
画の越境的な表現を意欲的なものとして取
り上げているのである。
　この池田の個展については、同じ『読売
新聞』に翌日別の展評が掲載され、「もと
もと風刺画を身上とする作家だが、こんど
の個展を見ながら感じたことは、大作の油
絵よりもこうした小品の方に、ヘビのよう
にしつような彼の風刺感覚が生きているよ
うに思う。が、連作を意識しすぎてなかに
は“さしえ”ふうの浅さが目につくものも
ある」と評されており 12、やはり「禽獣記」
の風刺性が認められている。
　中原は、さらに同年 10月の『美術手帖』
でもこの池田の個展を「展覧会選評」とし
て取り上げて、《ヒロイン》を図版付きで
紹介し、そのナンセンスさを評価している 13。
このような池田に対する多数の言及は、中
原の注目の度合いの高さを示している。な
お、このような評価状況を反映してか、同
年 12月の「美術年鑑 1959」（『美術手帖』
151号）にも、池田の《ヒロイン》の図版は、
斎藤長三、野見山暁治、河原温と同じペー
ジに並んで掲載された。
　しかしながら、中原の池田に対するこの
ような評価について、針生一郎が 1958年
に次のように発言していることは興味深
い。
この一、二年新人がでにくくなってい
る。ちょっとした感覚やマチエルのお
もしろさはたくさんあるが、作家とし
ての力倆があって、しかもこれまでに
ない表現の領域を開拓したという作家
はほとんどみあたらない。だから、中
原佑介のようないちばん若い批評家で
も、利根山光人、河原温、吉仲太造、
池田龍雄といった数年前にでてきた作
家の仕事を支持している。それ以降の
新人は層としてなかなかつかみにく
い。これは批評そのものの無風状態と
関係があると思うんです。14
　確かに、池田についてはすでに 1953年
からの「内灘シリーズ」を 1954年の「第 6
052
回読売アンデパンダン展」に出品して注目
され始めていた。すでに一定の評価を得た
作家と位置付けられていることも確かなわ
けである。また、1931年生まれの中原にと
っては、1955年に批評家としてデビューし
て間もない時期であり、同じ時代感覚を有
するほぼ同世代の池田を推すのも当然であ
ろう。
3． 池田龍雄の童画表現と「こどものとも」
および詩人・木島始
　すでに述べたとおり、《むれ》が制作さ
れた 1958年は、池田が児童向けの出版物
の仕事に出会った年である。そのきっかけ
が、木島始作、池田龍雄画『ろくとはちの
ぼうけん（こどものとも 29）』（福音館書店、
1958、g. 12）であり、木島が池田の困窮
を見かねて福音館書店に紹介したのであっ 
た 15。池田はその後も福音館書店の「こど
ものとも」では、瀬田貞二作、池田龍雄画『三
びきのやぎのがらがらどん（こどものとも
38）』（福音館書店、1959、g. 13）の作画を
担当することになる。池田は 1980年代後
半になって「絵」で生計が立てられるよう
になるが、それまでは、装丁、挿絵、絵本
などの出版の仕事が生活を支えたという側
面があった。
　なお、上記の 2冊ともに動物を多数登場
させていることには、「禽獣記」シリーズ
との関連を留意すべきであろう。そもそも
絵本には動物を登場させるものが多く、多
数の動物絵本を分析した教育学者の矢野智
司はその意義を、子どもたちにとって、動
物との差異の強調によって人間化が行わ
れ、動物と人間の同質性が脱人間化（野生）
を志向し、いずれの局面も人間にとって必
要であると指摘している 16。池田の児童書
出版での仕事にも動物が登場する作品は多
く、例えば、いけだこうへい作・池田龍雄
挿絵『めくらとふくろうのめ（雨の日文庫　
第六集七）』（麦書房、1959）、『幼児指導絵
本　あそび』14集 11号（1960年 11月、静
岡福祉事業協会）に掲載の柴野民三詩・池
田龍雄絵「ふゆごもりゆき」（g. 14）、中川
正文著・池田龍雄装丁・挿絵『イソップ童
話集』（講談社、1964、g. 15）などを挙げ
ることができる。
　さて、ここで「こどものとも」の創刊の
経緯について概観しておこう。1952年 2月、
金沢で福音館書店が松井直（1926年生）ら
によって設立され、同年 8月に東京進出し
た。1953年 9月、編集長・松居が『母の
友』を創刊し、「子どもに聞かせる一日一話」
を連載開始、これが「こどものとも」の母
体となる。そして 1956年 4月に「こども
のとも」が創刊されたのであった。この背
景には、出版界において学習参考書分野は
飽和していたものの、児童書出版、特に絵
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本は企画・流通ともに未開拓の領域が大き
く残されていたという現実的な市場の経済
的事情もあった 17。
　後に福音館書店会長となった松井は、「こ
どものとも」創刊の意図を、当時の児童書
出版の状況と美術家との協同に触れながら
次のように述べている。
昭和三十一年に福音館で「こどものと
も」が創刊される以前のこどもの絵本、
絵雑誌の状況というと、教育絵本とし
ての「ひかりのくに」（ひかりのくに刊）
や「キンダーブック」（フレーベル館刊）
があり、また講談社の絵本が有力でし
た。ただ、講談社の絵本は、部数的に
は圧倒的でしたが、内容的には偉人物
語や美談といった戦前の価値感や美意
識を色濃く残していて好きになれませ
んでした。
「こどものとも」の創刊にあたって、
私は、そんな古い絵本のイメージを壊
したかった。私の考えたこどもの絵本
とは、子供の持っている現実を、大人
の作家が自分の成長を再認識しながら
語り、画家は一冊の本を通して、一つ
の物語を描いていく。そのために、従
来の言わゆる童画家の人達以外に、新
しい感覚を持った絵描きさん達にお願
いにいきました。脇田和さん、堀文子
さん、それに堀内誠一さんなど…。そ
れは絵描きさんにとっても、新しい表
現の可能性だったと思います。18
　以前からの旧来の伝統にのっとった道徳
的な絵本ではなく、戦後の民主主義下の自
由な社会において、美術は誰もが享受すべ
きものとなった状況であり、そこで求めら
れた絵本は、現実に基づいた新たな創造に
よるものであったのだろう。そうであれば、
その絵本で絵を描く作家には、戦後の新し
い世代の美術家はうってつけであり、池田
も十分にその資格を備えていたわけであ
る。
　さて、木島始（1928～ 2004、本名・小
島昭三）は詩人であり、小説家、アメリカ
文学者である。池田とほぼ同世代である。
1950年代の著作としては、ラングストン・
ヒューズ編、木島始訳『ことごとくの声
あげて歌え　アメリカ黒人詩集』（未来社、
1952）、野間宏・木原啓允・木島始・出海
渓也・小宮量平『わが祖国の詩　青年と日
本愛国詩史』（理論社、1952）、野間宏が跋
文を書いた『木島始詩集』（未来社、1953）、
エリュアール著、江原順・木島始訳『状況
の詩　詩と詩論』（未来社、1954）、エリュ
アール著、木島始訳『ピカソ』（筑摩書房、
1955）、『ラングストン・ヒューズ詩集』（ユ
リイカ、1959）などがあり、文学、詩、美
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術、さらには『詩・黒人・ジャズ』（晶文社、
1965）に見られるジャズなどの音楽にも関
わり、広く芸術分野の業績を残している。
東京大学英文科卒業後、東京都立大学附属
高校教諭を経て、長く法政大学教授を務め
た。
　木島は詩誌『列島』の同人であり、前衛
詩運動と社会運動の結びつきのため、地域、
職場、学校サークル運動と連携し、関根弘
や野間宏とも近い位置におり、そのような
関係性から池田との知遇もあったのであろ
う。例えば池田は、柾木恭介著・現在の会
編『日本の証言第 1巻　原子力』（柏林書房、
1955）や関根弘著・現在の会編『日本の証
言第 6巻　鉄　オモチャの世界』（柏林書房、
1955）などで装丁と挿絵を担当している。
木島が児童文学関連の仕事に携わるように
なるのは 1950年代の後半であり、例えば、
タヒチ島に暮らす働かざるを得ない幼い姉
弟を描いたアーナ・ポンタム、ラングスト
ン・ヒューズ作、木島始訳『ポポとフィフィ
ナ（岩波少年文庫 140）』（岩波書店、1957）や、
木島が序詩を寄せた、米軍基地反対運動を
書いた児童文学作品である片山昌造『あか
つきの子ら』（福音館書店、1956、装丁・挿
絵は朝倉摂）などがその一例である。1958
年 5月には、「こどものとも」26号である、
おのかほる画・M.フラック作『くまさん
にきいてごらん』に訳者として木島が関 
わっており、これが「こどものとも」での
初めての仕事であろう。一方、池田はすで
に 1954年に、児童向けの巽聖歌編『日本
新童謡選（日本児童文庫 43）』（アルス）で、
口絵・挿絵を桂川寛、立石鉄臣、牛窪正と
ともに手掛けている（g. 16）。なお、本書
の装丁は恩地孝四郎が担当していた。そし
て木島と池田の二人が初めて組んだのが
「こどものとも」の『ろくとはちのぼうけ
ん』であった。そしてその後もこの関係性
は、1960年の木島始作・池田龍雄挿絵『考
えろ丹太！』（理論社、g. 17）や、木島始作・
池田龍雄挿絵『ぼくらのペガサス』（理論社、
1966、g. 18）へと繋がっていくことになる。
　『考えろ丹太！』はある殺人事件に関わ
る中学生の少年少女探偵小説であり、木島
自身が本書について、「これは、日本が戦
争に敗けてから十一、二年目のころ、つま
り一九五六、七年（昭和三十一、二年）の
物語です。この物語にとって、何年頃のこ
とかということは、じつは大変重要なので
す。丹太の年齢の子供は、日本が戦争に敗
けたころ、どこにどうしていたか」と、そ
して「この本が最初に出された十年前には、
まだ今のように公害のことが重要に考えら
れていませんでした。この本で食品公害の
ことが、かなりくわしく出てきます。日本
では、まだその改善がほんものになってい
ません。作者であるわたしは、そのことが
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残念でなりません」と述べるように、日本
の戦後の状況や公害などの社会問題を取り
上げた物語であった 19。この点において、
池田も木島と同様の問題意識を共有してい
たと思われる。
　さらに『考えろ丹太！』は、戦後日本児
童文学史上でも転換点としての評価を受け
ている。児童文学作家の上野瞭は「日本児
童文学 100選」に本書を挙げて次のように
評している。
一九六〇年といえば、日本の児童文学
が、従来の児童文学伝統を踏み越えて
長編小説の在り方を手探りしている時
期です。そのために現実の諸矛盾を子
どもを鏡にして表現しようという試
み、あるいは正義や連携を志向して新
しい方向を見出そうという試み、また、
向日性の文学という理念からオプティ
ミズムに向かう試みなど、さまざまな
方向探求がなされました。その中で、
『考えろ丹太！』は、文学性とおもし
ろさの二つを作品の中にからめとり、
児童文学の新しい方向の一つを示唆し
たものだといえます。20
　このように、文学における芸術性を、社
会の中に広く、特に児童文学というメディ
アを介して開いていこうとする試みが本書
であった。そしてそれは、池田が、例えば「禽
獣記」シリーズの美術と漫画の越境によっ
て試みようとしていたことにも繋がってく
るでのではないだろうか。
おわりに
　本稿では、まず《むれ》および「禽獣記」
シリーズの基礎的情報を整理して、制作意
図と同時代の受容について検討してきた。
今回の調査研究によって、複数の禽獣の関
係性を表現する《むれ》の「禽獣記」シリー
ズにおける独自性が明確となり、さらに「禽
獣記」シリーズについては、制作を継続す
る途上でシリーズの枠を設定した関係上、
更なる該当作品の調査の必要性が明らかと
なった。
　「禽獣記」シリーズは、同時代に生活の
為に池田が手掛け始めた児童向け出版にお
ける、子どもたちのための絵本の表現とし
てある種必然でもあった動物表現に関連す
ると思われる。ただし池田は、2017年の
インタビューで、自身の児童向け出版の仕
事について、大衆性と生活の問題に関連し
て、「もちろん絵本はたくさんの人が見ま
す。それには大衆性がありますよ、非常に
ね。だけどそんなことよりも、まず生活の
ためにはお金が必要だから。絵はほとんど
売れないですからね。だからやむを得ず取
り組んだんです。装丁にしろ、挿絵にしろ、
056
絵本にしろね、ずいぶんたくさんやってい
ますよ」と述べて 21、生活の必要上からの
仕事以上ではないことを強調している。し
たがって本件は、まずは美術家の専門性と
生計の問題の観点から考える必要があるだ
ろう。
　しかしそれでも、美術ジャンルにおける
表現と、絵本などの出版メディアにおける
子ども向けの表現は、客観的に考察した際
に無関係ではあり得ないであろう。さらに
そこには、木島始の詩人としての左翼的活
動や松井直の「こどものとも」のように、
1950年代の詩や児童向け出版における戦後
の新たな社会を志向して美術へと越境して
協同しようとした動向の存在があったこと
も、池田の童画表現の必然性として見逃せ
ないことである。
 （すのはら・ふみひろ）
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fig. 10
池田龍雄「漫画 ･もうひとつの神話」
『現代詩』4巻 11号（1957年 12月）
fig. 12
木島始作・池田龍雄画
『ろくとはちのぼうけん（こどものとも 29）』
（福音館書店、1958年）表紙 
fig. 13
瀬田貞二作・池田龍雄画
『三びきのやぎのがらがらどん（こどものとも 38）』
（福音館書店、1959年）表紙
fig. 11
池田龍雄《ヒロイン》「禽獣記」シリーズ
1958年（『美術手帖』148号、1958年 10月）
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fig. 14
柴野民三詩・池田龍雄絵
「ふゆごもりゆき」『幼児指導絵本　あそび』14集 11号（1960年 11月、静岡福祉事業協会）
fig. 15
中川正文著・池田龍雄装丁・挿絵
『イソップ童話集』（講談社、1964年）口絵
fig. 16
巽聖歌編『日本新童謡選（日本児童文庫 43）』
（アルス、1954年）口絵（池田龍雄）
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fig. 17
木島始作・池田龍雄挿絵『考えろ丹太！』
（理論社、1960年）広告
fig. 18
木島始作・池田龍雄挿絵『ぼくらのペガサス』
（理論社、1966年）扉
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